
今年の
訓練テーマ

1。阪神淡路大震災の教訓を生かす

2．大規模震災対策計画の検証

3．より具体的、実践的な訓練

日ごろの訓練がいざと いうとき役立ち ます

9月5日から移動図書館みどり号の

巡回スケジュールが変わります
「みどり号」駐車場と時間表

火

10:50～牲30 13:10～13二4014:10～14:4015:20～15二50

三　 ケ　 月

嶇谷台児童公園

幸　　　　田

第２市営住宅

新　 松　 戸

あおぎり公園

上　 本　 郷
アクティ
北松戸･2号棟

水

10:50～忤20 13:10～13:50 14:10～14二5015:20～15:50

和 名 ケ 谷

中台子供の遊び場

常　 盤　 平

やまぶき公園

牧　 の　 原

牧 の 原 団 地

河　 原　 塚
マンション
エクステ東松戸

木

10:50～牲30 13:10～13:40 14:00～14二3015二10～15二50

北 ヽ 松　 戸

仲 台 公 園

千　 駄　 堀

水戸工業清和寮

上　 本　 郷

三井生命寮横

南　 花　 島

中 町 公 園

金 運休日（車両整備と書架整理）

土

10:50～牲30 13:10～13:5014:10～14:40 15:20～16:00

高 塚 新 田

梨 香 台 団 地

高 塚 新 田

高 塚 団 地

高 塚 新 田

セイコー高塚寮

野　 菊　 野

野 菊 野 団 地

日

10:50～11二3013:00～13:30 14:00～14:30 15 二10～15:50

小　　　　 山

マンショ ン
サングリーン松戸

下　 矢　 切

立 見台 公 園

秋　　　　山

日新製鋼社宅

松 戸 三 丁目

松戸三丁目公園

人 日と世帯891 日む

人口

男

女

世帯

465,054人

236,476人

228,578人

175,606世帯

主な内容

[+  178]

[＋43] 囗

[+  135]
箭

[+212] 昆

観 光 梨 園 今 日 オ ー プ ン

敬 老 お こ づ か い 。

祝 い 品 を 差 し 上 げ ま す

市立松戸高校生が戦争体験者に聞く

わ た し た ち の ま ち の

｢戦争と平和｣

情報チャンネル

街の話題

○お気軽にご相談ください　９ 月の相談あんない ○

移
動
図
書
館
み
ど
り
号
の
駐
車

場
を
、
９

月
５
日
㈹
か
ら
一

部
変

更
し
ま
す
。
ま
た
大
谷
口
公

務
員

住
宅
・
栄
町
西
三
丁

目
子

供
の
遊

び
場
・
大
橋
本
源
寺
駐
車
場
は
廃

止
し
ま
す
。
長
い
間
ご
利
用
い
た

だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。新

た
に
左
表
の
三
ヵ

所
を
増
や

し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

閲
市
立
図
書
館
容
6
5・
5
1
1
5

番

ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
総
合
防
災
訓
練

各会場での訓練内容

８
月
3
0日
伽
午
前
８

時
、
東
葛
飾
地
域
で
震
度

七
の
直
下
型
の
大
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定

で
、
市
は
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
に
お
け
る
都
市
型

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
策
定
し
た
「
大
規
模
震

災
対
策
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
災
害
対
策
本
部
と

地
域
対
策
本
部
を
設
置
し
、
市
内
八
会
場
で
よ
り

地
域
に
密
着
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。

各
会
場
で
は
地
域
住
民
、
市
職
員
、
防
災
関
係

機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
確
認
し
、
災
害
対
策

本
部
か
ら
の
指
示
指
令
、
要
請
に
よ
り
連
携
を
図

り
な
が
ら
実
践
的
な
訓
練
に
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

固
防
災
課

８月３０日水

市内８会場

六
実
中
央
公
園

六
実
第
三
小
学
校

栗
ヶ
沢
中
学
校

很
木
内
中
学
校

松
飛
台
第
二
小
学
校

古
ケ
崎
小
学
校

南
部
小
学
校

古
ケ
崎
南
小
学
校

会
場
（
収
容
避
難
場
所
）

※
共
通
訓
練
は
六
実
第
三

小
学
校
で
実
施

各
会
場
共
通
訓
練

午
前
９
時
2
0分
～
９
時
4
5分

午
前
９
時
3
5分
～
９
時
4
5分

※
共
通
訓
練
の
み
実
施

午
前
匐
時
～
正
午

午
前
９
時
2
0分
～
1
0時

午
前
1
0時
～
正
午

午
前
1
0時
3
0分
～
1
0時
4
0分

午
前
1
0時
～
正
午

午
前
1
0時
4
5分
～
1
0時
5
5分

午
前
９
時
5
0分
～
1
1時

午
前
1
1時
～
1
1時
1
0分

午
前
９
時
～
1
0時

そ
　
の
　
他
　
主
　
な
　
訓
　
練

倒
壊
建
物
か
ら
の
救
出
訓
練

救
出
し
た
重
傷
者
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
送

災
害
用
仮
設
浴
場
の
設
置

家
屋
倒
壊
等
に
よ
る
救
急
救
護
訓
練

炊
事
車
両
に
よ
る
炊
飯
の
支
援

ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
救
援
物
資
の
輸
送

災
害
用
仮
設
浴
場
の
設
置

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
援
物
資
の
輸
送

非
常
用
連
続
パ
ッ
ク
式
飲
料
給
水
車
の
実
演

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
援
物
資
の
輸
送

家
屋
密
集
地
域
で
の
火
災
防
御
訓
練

相 談 名　　 期　　 日　　　　 時　　 間　　　 会　 場

法　律☆
毎週火･木､第2･4月曜日 午後１時～５時

市役所

相談

コーナー

第1 月曜日 午前９時～正午

税　務 Ｂ啻 午後１時～５時

登　記 今月はありません

行　政 11(月)・25(月) 午後１時～３時

住　宅 毎週水曜日 午前10時～午後４時

交通事故･

市政･一般
月～金曜日 午前8時30分～午後5時 市民相談室

巡

回

年

金

相

談

１啻

午前10時～午後３時

常盤平支所

５(火) 小金支所

日廊 小金原支所

12(火) 馬橋支所

19火 六実支所

22啻 新松戸支所

26火 矢切支所

29啻 東部支所

黯

市
　

民
　

相
　

談
　

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す

国

民

年

金

課

適

用

係

相 談 名　　･Di　　 日　　　　 時　　 間　　　 会　 場　　 顏

○心人

雲EII

忿ごｓ

髻と談

61

p 炎

第１・２・４金曜日

午前10時～午後３時

市鯒嗹]-ﾅｰ
昔心

人

68配権
・ご相０と談

51囗1
0 社援
３会護
番福課
祉庶
協務
議係
会

④(月) ノ膊懇口
蝶火 六実支所

５火 小金支所

６祟・20伽 常盤平支所

⑥祟・蟶愡 鯑 戸縣ｾﾝﾀｰ

７木・愆休 小鍄 眠ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(Q63-6278 番）でも行っています。

商人よろず

相談

労働相談

女性就業相談

６祟 午前10時30分~午後3時30分 靤 紀が鴟 肋ﾝﾀｰ 黔

係 課20伽 午前10時～午後4時
市役所相談
コーナー第１・３月曜日 午後１時～５時 労 商

政工
係 課水・金曜日 午前10時～午後4時 女性就業相談室

※労働相談は柏労働基準監督署(S0471-63-0245 番）でも行っています。

消費生活

相　　談

就学相談☆

教育相談☆

月～金曜日 午前９時～午後４時
消費生活センター

S65-6565 番

月～金曜日
午前９時30分～正午

午後１時30分～５時

教育研究所

昔66-7461番

各収容避難場所では、避難場所で必要な飲

料水、電気、炊き出し、応急素掘りトイレ、物

資の受領､安否情報等の生活体験訓練や避難者

名簿づくりやご み置き場など、避難場所での

ノト ルづくりのほか､応急手当等を実践します。



観光梨園今日オープン！

秋
の
味
覚
、
梨
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し

た
。

市
内
五
つ
の
地
区
に
あ
る
観
光

梨
園
が
、
今
日

オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

入
園
は
無
料
で
す

。

今
年
も
み

ず
み
ず
し
い

梨
が
た

わ
わ
に
実
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
梨
の
も
ぎ
と
り
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

開
園
期
間
・：
８
月
2
0日
収
～
1
0

月
1
5日
㈲

〔
地
区
・
交
通
〕

高
塚
地
区
・：
松
戸
駅
西
口
か
ら

京
成
バ
ス
「
市
立
東
松
戸
病
院
行

き
」
で
、
東
部
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

前
か
ら
終
点
ま
で
の
各
停
留
所
下

車
、
ま
た
は

「
梨
香
台
団
地
行
き
」

で
終
点
下

車
。
北
総
開
発
鉄
道
東

松
戸
駅
ま
た
は
、
秋
山
駅
下

車

固
石
橋

一`
9
2・
9
1
3
4

番

五
香
・
金
ケ
作
地
区
：
嶄

京
成

電
鉄
常
盤
平
・
五
香
・
元

山
の

各

駅
下
車
。
五

香
駅
か
ら
は
新
京
成

バ
ス
「
小
新
山
行
き
」
で

金
ケ
作

入
口
下
車
の

バ
ス
便
あ
り
。

固

真
嶋

一`
8
7・
1
0
1
9

番

六
実
地
区
…
東
武
鉄
道
六
実
駅

下

車

固
山
口
豊
8
7・
7
0
2
3

番

串
崎
地
区
…
新
京
成
電
鉄
く

ぬ

ぎ
山
駅
下
車
、
ま
た
は
北
総
開
発

鉄
道
大
町
駅
下

車

問

皆
川

一`
8
7・
5
3
3
9

番

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

成
人
訶
か
ら
あ
な
た
の
健
康
を

守
る
た
め
に
は
、
定
期
的
な
チ
ェ

ッ
ク
が
大
切
で

す
。

市
で
は

各
種
検
診
を
行
っ
て

、

皆
さ
ん
の
健

康
維
持
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

四
十
歳
以
上
の
人
を
中
心
に
個

人
通
知
を
し
ま
し
た
が
、
４
月
以

降
、
ま
だ
受
診
し
て
い

な
い
人
は

表
１
・
２
の
要
領
で

受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

※

障
害
者
や

手
話
が
必
要

な
人
は

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

閲
健

康
管
理
課
昔
6
6・
7
4
8
7

番
新

興

新

高

長

十

郎

新

星

二
十
世
紀

菊

水

豊

水

多

摩

幸

水

品

種

９月下旬～

10月上中旬
８月下旬～９月中旬 ８月中旬

時

期

且

）

になります

300円
500円

(もぎとりの場合600円になります)
鴣

※
価

格
は
消
費
税
込
み
の
値
段
で

す

松
戸
地
区
…
松
戸
駅
下

車
（
直

売
の
み
）

閲
佐
々
木｛
一一
6
2・
8
4
8
0

番

閲
商
工
課
振
興
係

集 団 日 程表 １表 ２

－

あ
な
た
の
健
康
を

定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
ー

月　日 受付時間 会　　場　　名

9 /11(1月) 9 :30～1仁00

と

13 : 30～15 : 00

健康増進センター

12(火) 稔台市民センター別館

18(月)

13 : 30～15 : 00

と

17 二30～19 : 00

中央保健センター

19(火) 13 : 30～15 二00

新松戸市民センター
21附

９ 二30～11 二00

と

13 : 30～15 二00

22廁
13 : 30～15 : 00

ハケ崎市民センター

25(月)

小金保健センター
26(火)

９ 二30～11 : 00

と

13 : 30～15 : 00

27團 1ﾚ30 ～15 : 00 馬橋支所

29廁

9 :30～11 : 00

と

13 二30～15 : 00

馬橋市民センター

10/ 2 (月) 13 : 30～15 : 00

小金原市民センター
３(火)

9 :30～1仁00

と

13 : 30～15 : 00

※最寄り の会場に当日 、直 接おいでく ださい。

※各会場の駐車場が 狭い ため、車での来 場はご 遠慮く ださい。

※平 成 ア年 ４月以降 、医 療機関･集団 会場いずれかで 、 既に

受診さ れた人は受 診でき ません。

※受 診の際、共 通受 診券をご 持参く ださい。

※午前中の健診は大変 込み合います。

健康診査 方法 実施時期 実施場所 対 象 検　　査　　項　　目 贊　　用

基本健康診査

集団 右記の集団日程表１で実施 40～59歳

★身体計測　★検尿　★血圧測定

★問診　★血液検査

气 貧血検査　　　　　☆医師が必要と認めた

２．肝機能検査　　　　　人には次の検査を実

３．コレステロール　　　施します。

４．中性脂肪　　　　　①心電図検査

５．尿酸　　　　　　　②血糖検査

６．クレアチニン　　　③眼底検査

無　　　料

個別 4月～8年3月 委託医療機関 40歳以上

中性脂肪は、食事による変動が大きいので

より正確な判定を得るために右記事項を心

掛けてください（ただし､水､お茶のみ可）。

これは、医療機関・集団会場どちらで受け

る場合も共通です。

①午前中受ける場合 → できるだけ朝食をとらないで

検査を受けてください。

②午後受ける場合　 → できるだけ朝食を軽くして、

昼食はとらないで検査を受け

るようにしてください。

女性の

健康診査

集団

のみ
右記の集団日程表１で実施

35歳～39

歳の女性

★身体計測　★検尿　★血圧測定

★問診　★血液検査

1.貧血検査　2.コレステロール　3.中性脂肪

無　　　料

肺がん健診

(結核住民

健康診断)

集団 右記の集団日程表１で実施 40～59歳

★問診

★胸部エックス線検査

(間接撮影)

☆医師が必要と認めた

人には喀痰(かくた

ん)細胞診検査を実

施します。　。

無　　　料

ただし、喀痰細

胞診検査は

集団　　400円

個別　　700円ｲ固別 4月～8年3月 委託医療機関 40歳以上

★問診

★胸部エックス線検査

(直接撮影)

大腸がん検診
集団 右記の集団日程表１で実施

40歳以上
集団　　300円

個別　　600円

★問診

★便潜血反応検査

問診の際に容器を受け
取り、後日提出となり

ます。個別 4月～8年3月 委託医療機関

☆基 本健 康診査を受けるとき 、現在高血圧、糖尿 病等の成人病患者で 治療中 の人は、主治医にご 相談く ださい。

☆集団日 程表１において 胸部エック ス線検査（対象15 歳以上）を併せ て実施し ています。

９
月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

平
成
７
年
松
戸
市
議
会
９
月
定

例
会
は

、
９

月
５
日
㈹
か
ら
2
2日

面
ま
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。

請
願
・
陳
情
は
８
月
2
5日
金
午

後
５

時
ま
で
に

提
出
し
て

く
だ
さ

い
。

※
傍
聴
さ
れ
る
際
は
、
日
程
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
く
だ
さ
い

。

閲
市
議
会
事
務
局
議
事
課

期日 会議予定 主な内容

５(火) 招 集 日
本 会 議

議案説明

６冰）

本 会 議 一般質問

７内

８廁

11(月)

12(火)

常任委員会
議案等の

審査13團

14困

決算審査

特別委員会

平成６年度

各会計決算

認定審査

18(月)

19(火)

20團

22廁 本 会 議 議案等の
議決

中

小
企
業
設

縢
貸
与
制
度
の

金
利
が
引

き
下

げ
ら

れ
ま
し
た

保

証

人

等

支

払

方

法

月
額
リ
ー
ス

料
率
（
リ
ー

ス
期
間
毎
）

保

証

金

割

賦

損

料

貸

与

期

間

貸
与
限
度
額

／

原

則
と

し
て
１

名
以
上
（

不
動
産
担
保
可
）

約
束
手
形
（
割
賦
ま
た

は
半
年

賦
）

一

設

備
価

格
の
1
0％

年
３
・
５
％

４
年
６
ヵ
月

三
千
五
百
万
円

割
賦（
一
般
貸
与
）

６
年
６
ヵ
月

六
千
万
円

割
賦
（
ハ
イ
テ
ク
）

約
束
手
形
（
月
額
支
払
）

３

年

３
・
０

５

１

％
　

６

年

１
・
６

４

９

％

４

年

２
・
３

５

Ｚ

％
　

ア

年

１
・
４

５

０

％

５

年

１
・
９

２

８

％

一

３

年
～
７

年
（

再
リ
ー
ス
可
）

六
千
万

円

リ
　
　

ー
　
　

ス

千
葉
県

信
用
保
証
協
会

を

ご
利
用

く
だ
さ

い

北

山
会
館
工

事
の

お
知
ら
せ

８
月
3
1日
困
は
、
市
・
県
民
（
第
二
期
）
税
の
納

期
限
で
す
。
お
早
め
に
納
付
（
納
入
）
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

醴
収
納
課

対

象
県
内
で
同
一
事
業
を
一
年

以
上
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
　
融

資
限
度
額

①
一

般
保
証
＝
二
億
二

千
万
円
（
う
ち
二
千
万

円
は

無
担

保
扱
い
）

②
特
別
小
口
保
証
（
無

担
保
・
無
保
証
人
）
ｈ
五
百
万
円

信
用
保
証
料
一
件
当
た
り

①
五
十

万
円
以
下
＝
年
〇
・
五
五
％

②
百

万
円
以
下
＝
年
〇
・
八
〇
％

③
百

万
円

超
＝
年

∵

○
○
％

醋
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
支
所
保

証
課
登
6
5・
6
0
1
0

番

８

月
下
旬
～
平
成
８
年
３

月
上

旬
ま
で

、
北
山
会
館
は
エ
レ

ベ
ー

タ
ー
設
置
等
工

事
を
し
ま
す
。
工

事
期
間
中
は
、
仮
設
通
路
や
騒
音
・

駐
車
場
の
約
半
分
が
利
用
で

き
な

い
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

。

問
北
山
会
館
登
8
7・
5
8
5
5

番

６
月
1
5囗
か
ら
設
備
貸
与
制
度

の
金
利
（
損
料
・
リ

ー
ス
料
率
）

が
引
き
下

げ
ら
れ
、
よ
り
有
利
な

制
度
と
な
り
ま
し
た
。
概
要
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

固
譛
千
葉
県
中
小
企
業
振
興
公

社

設
備
貸
与
課
容
0
4
3
・
2
4
2
・
2
1
2

6
番



敬

老

お
こ

づ

か

い

対
象
・：
平

成
７

年
４

月
１
日
現

在
、
本
市
に

住
民
登
録
・
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
満
六
十
九
歳
以

上
の
人
（
大
正
1
5年
４

月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

寮
該
当
者
に
は
８
月
下

旬
に
（

ガ

キ
で

通
知
し
ま
す
。

金
額
：
七

千
円

お
渡
し
方
法
・
＝
左
表
の
日
程
で

お
渡
し
し

ま
鴬

会
場
は
大
変
込
み

し

ま
す

。

高

齢

者

祝

い
品

対
象
：
車

成
７

年
９
月
1
5日

前

現
在
、
満
九
十
歳
以
上
の
人

お
渡
し
方
法
…
新
た
に
九
十
歳

に

な
っ
た
人
と
九
十
九
歳
以
上
の

人
に
は

、
市
か
ら
直
接
お
伺
い
し

て

お
渡
し
し
ま
す
。
そ
の
他
の

人

に

は
自
宅
に
お
送
０
し
ま
す
。

固
な
が
い
き
課
庶
務
係

§　　　　　 弯叉=t15 － つ 刀｀ い 貝胃 －1 二呀 至 衣

Ｓ

Ｕ｜

｜

｜

り｜

｜

期　日 支　綰　会　場 時間

8 /29(火)
稔 台 市 民 セ ン タ ー

古 ケ 崎 市 民 セ ン タ ー

午

前

10

時

Ｓ

午

後

３

時

30團
稔 台 市 民 セ ン タ ー

松 飛 台 市 民 セ ン タ ー

31附
馬 橋 東 市 民 セ ン タ ー

馬　　 橋　　 支　　 所

9/1 陶
ハ ケ 崎 市 民 セ ン タ ー

ニ十世紀が丘市民センター

４(月)
馬 橋 市 民 セ ン タ ー

明 市 民 セ ン タ ー

5㈲
常 盤 平 市 民 セ ン タ ー

小 金 原 市 民 セ ン タ ー

６(㈹
八 柱 市 民 セ ン タ ー

小 金 原 市 民 セ ン タ ー

７附 六 実市 民セ ンタ ー別 館

8廊
六 実市 民セ ンタ ー別 館

常 盤 平 市 民 セ ン タ ー

11(月)
小 金 北 市 民 セ ン タ ー

五 香 市 民 セ ン タ ー

12(火)
総　合　福　祉　会　館

東 部 ス ポ ー ツ パ ー ク

13冰）
新 松 戸 市 民 セ ン タ ー

市　　 民　　 会　　 館

14困
市　　 民　　 会　　 館

小 金 市 民 セ ン タ ー

市長室・発　川井敏久

平和の大切さを思う

先
日
、
文
化

ホ
ー
ル
で

行
わ

れ
て
い
た
ヒ
ロ

シ
マ
の
絵
展
と

戦
後
の
報
道
写
真
展
を
見
に

行

き
ま
し
た
。

今
年
は
戦
後
五
十
年
と
い

う

こ
と
も
あ
っ
て

、
テ
レ
ビ
や
新

聞
紙
上
で

も
平
和
に
関
す
る
さ

ま

ざ
ま
な
特
集
が
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
よ

う
な
報
道
等
を

目
に
す
る
度
に

、
改
め
て

平
和

の
大
切
さ
を
強
く
感

じ
ま

す
。

文化ホールで平和パネル展を見る市長

私
は

、

松

戸
に

市

制

が

施
行

さ

れ

た
昭

和
1
8
年
の

生

ま

れ
で

す
の

で

、

戦

争
の

直

接

的
な

経

験

は

あ
０

ま
せ

ん

。

し

か
し

、

戦

後
の

混

乱

は

幼
心

に

も
強

く

残

っ
て

い

ま
す

。

家

々

に

は

防

空

壕

（

ご
う

）
が

ま

だ

残
っ

て
い
ま
し
た
し
、
駅
は
買
い
出

し
の
人
た
ち
で
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。
学
校
の
近
く
に

飛
行
機

の
プ
ロ
ペ
ラ
や
風
防
ガ
ラ
ス

が

落
ち
て
い
た
り
、
連
合
軍
の
兵

士
の
姿
を
見
か
け
る
こ

と
も
あ

り
ま
し

た
。

ど
の
家
も
、
ど
の
子

ど
も
も

貧
し
く
、
バ
ナ
ナ
や
カ
ス
テ
ラ

は
入
院
す
る
よ
う
な
重
病
で
も

な
け
れ
ば
口
に
で

き
ま
せ
ん
で

し
た
。
卵
も
貴
重
品
で

、
食
卓

に
上
が
る
こ
と
は
稀
（
ま
れ
）

で
し
た
。

そ
ん
な
中
を
人
々
は

、
風
呂

の
貸
し

借
り
を
す
る
な
ど
、
お

互
い

さ
ま
の
精
神
で
手
に
手
を

携
え
て

敗
戦
か
ら
立
ち
上
が
つ

一
日
一
円
の

保
険
で
お
な
じ
み

の
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
受
け
付

け
が
、
９
月
１
日

廊
か
ら
始
ま
り

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
加
入
（
更

新
）
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

こ
の

保
険
は
、
一

年
間
の
保
険

料
掛
け

捨
て
で

、
最
高
百
万

円
ま

で

保
障
さ
れ
ま
す
。

加
入
で
き
る
人

…
①
市
内
に

住

ん
で
い
て
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

平成 ７年度　 市民交通傷害保険出張受付日程表

人
登
録
を
し
て

し
る
人
②
市
内
の

事
業
所
に

勤
務
し
て
い

る
人

保
険
料
：
二

人
一
口
に

限
り
、

年
額
三
百
六
十
円
（
中
途
加
入
は

月
割
三
十
円

）
。

※
来
春
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

は
百
八
十
円
で
す
。
申
し
込
み

時
に
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ

い
。

保
険
期
間
：
車

成
７

年
1
0月
１

日
～
平

成
８
年
９

月
3
0日

対

象
と
な
る
事
故
・
＝
自
動
車
・

す

Ｉ
ト

バ
イ
・
自
転
車
・
電
車
な

ど
に
関
連
し
、
国
内
で
発
生
し
た

交
通
事
故
（
航
空
機
・
船
舶
事
故

は
除
く
）

加
入
手

続
き
…
保
険
料
を
持
っ

て

安
全
課
・
市
民
課
・
各
支
所
ま

た
は
左
表
の
出
張
受
付

会
場
へ

固

安
全
課
庶
務
係

日　　　　　時 会　　　　　　　　場

9/6 伽

午後１時30分～３時30分

高塚団地管理事務所

７困 六実集会所

8廁 午前10時～午後２時 松戸市立病院

11(月)

午後１時30分～３時30分

あさひ幼稚園・五香公会堂

12(火) 大金平消防署・小金北市民センター

1300 松戸駅東西連絡通路

14附 馬橋市民センター・馬橋東市民センター

18(月) ハケ畸会館

19(火) 伊勢丹松戸店

20團 さかえ幼稚園

21困 矢切幼稚園

22廊 八柱市民センター・牧の原栴壇幼稚園

25(月) 稔台市民センター

26(火) 小山集会所

27團 みどり幼稚園・明市民センター

28困 松戸駅東西連絡通路

て

き
た
の
で
す
。

今
、
日
本
は
平

和
と
繁
栄
を

享
受
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
こ
の

よ
う
な
平
和
な
日
々
を
過
ご
せ

る
の
か
を
考
え
る
と
、
昭
和
2
0

年
の

敗
戦
に
結
び
つ
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い

ま
す
。
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
強

く
強
く
感
じ
た
国
民
全
体
が
、

平
和
を

希
求
し
て
き
た
か
ら
だ

と
思
う
の
で

す
。

し
か
し
今
日
の
世
界
で

は
、

日

本
の
平
和
を
日
本
だ
け
で
守

っ
て
い
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
日
本
の
平
和
の
た
め
に
は
、

も
っ
と
広
い
平
和
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い

る
の
で

す
。

世
界
に
は
、
ボ
ス
ニ
ア
な
ど

ま
だ
紛
争
が
行
わ
れ
て
い
る
地

域
が
あ
り
ま
す

。
ま
た
、
地
球

規
模
で

人
類
の
平
和
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に

、
今

な
お
核
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
ム
ル
ロ
ア

環
礁
（
し

ょ
う
）で

の
核
実
験
の

予
定
な
ど
は
、
唯
一
の

被
爆
国

で
あ
る
日

本
に
と
っ
て

激
し
く

憤
り
を
覚
え
る
出
来
事
で
す
。

世
界
の
平
和
を
達
成
す
る
た

め
に
は
大
変
な
困
難
が
横
た
わ

っ
て
い

ま
す

。
し
か
し

、
永
久

に
求
め
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

、
人

類
に
与
え
ら

れ
た
永
遠

の
課
題
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の

た
め
に
私
た
ち
は
、
平

和
を
守
れ
る
よ
う
に
も
っ
と
世

界
の
平
和
に
対
す
る
関
心
を
高

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
戦
後
五
十

年
を
機

に

、
改
め
て
皆
さ
ん
と
と
も
に

平
和
に
つ
い
て

深
く

考
え
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直

接
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長

室
直
通
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
市
政
に
対
し
て

感
じ
て
い

る
こ
と
や
建
設
的

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
（
７

月
末
現
在
百
九
十
一

件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
6
6）
2
3
0
1

番

※雨天 の場 合、会場により中 止する 場合がありま す。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
救
済
日

あ
な
た
の
健
康

⑥

予
防
接
種
の
見
直
し
に
理
解
を

予
防
接
種
制
度
が
昨
年
1
0月

の
法
改
正
に
よ
り
、
今
年
の
４

月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

六
つ
の
見
直
し
の

ポ
イ
ン
ト

剛
原
則
と
し
て
個
別
接
種
に
な

り
ま
し
た
（
た
だ
し
、
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反

応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

・
ポ
リ

オ
は
集
団
接
種
の
ま
ま
）
。

ぼ
義
務
規
定
か
ら
努
力
義
務
規

定
に
（
「
受
け
る
よ
う
に

努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
）
に
な
り

ま
し
た
。

③
国
お
よ
び
市
町
村
長
の
責
任

が
明
確
に

（
接
種
被
害
の
賠
償

責
任
な
ど
）
な
り
ま
し
た
。

圉
対
象
疾
患
は
ポ
リ
オ
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
百
日
せ

き
、
破
傷
風
、

麻
し
ん
、
日

本
脳
炎
、
結
核
（
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）

の
八
疾
患
で
す
。
庖
そ
う
、
コ

レ
ラ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
ワ

イ
ル
病
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

㈲
対
象
年
齢
が
九
十
ヵ
月
ま
で

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
（
Ｂ
Ｃ

Ｇ
は
四

十
八
ヵ

月
）
。
無
理
を
し

な
い
で

体
調
の
良
い
と
き
に
受

け
ま
し

ょ
う
。

㈲
予
診
（
検
温
・
問
診
・
視
診
・

聴
診
）
が
必
須
事
項
に
な
り
ま

し
た
。

巾
受
付
…
予
診
票
に
必
須
事
項

を
記
入
し
、
受
け
付
け
で
チ

ェ

ッ
ク
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

口

検
温
…
接
種
す
る
施
設
で

行

い

ま
す

。
体
温
が
三
七
・
五
度

を
越
え
る
場
合
は
接
種
で

き
ま

せ
ん

。

㈹
予
診
・：
法
改
正
で
医
師
が
予

診
を
行
い
、
特
に

聴
診
は
必
須

事
項
で
こ

れ
を
も
と
に
し
て

、

医

師
は
接
種
の
可
否
を
判
断
し

ま
す
。
、

圉
サ
イ
ン
＝・
医

師
は
そ
の
判
断

を
保
護

者
に
伝
え

、
保
護
者
は

そ
れ
を
も
と
に
接
種
を
受
け
る

か
ど
う
か
を
最
終
的
に
決
め
、

書
類
に
サ
イ
ン
を
し
ま
す
。

ぶ
接
種
・：
接
種
後
は
し
ば
ら
く

子

ど
も
の
様
子
を
見
て
く
だ
さ

い

。
ま
た
、
異
常
が
あ
っ
た
と

き
は

直
ち
に
医
師
に
連
絡
が
と

れ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し

ょ

う
。以

上
の
よ
う
に
予
防
接
種
の

種
類
・
対
象
年
齢
を
確
認
し

、

さ
ら
に
、
個
別
接
種
医
療
機
関

一
覧
表
を
見
て
機
関
別
接
種
項

目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
受
け
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い

。

（
松
戸
市
医
師
会
）

合
い
ま
す
の
で

、
通
知
（

ガ
キ
に

記
載
さ
れ
た
時
間
帯
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
（
詳
し
く
は

、
通
知
（

ガ

キ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

敬

老

祝

い

品

対
象
・：
平
成
７

年
９
月
1
5日

賜

現
在
、
満
七
十
歳
～
八
十
九
歳
の

人
お
渡
し
方
法
：
海

老
お
こ

づ
か

い

と
一

緒
に
（
一
部
地
域
で

は
町

会
・
自
治
会
を
通
じ
て
）
お
渡
し

敬
老
お
こ
づ
か
い

祝
い
品
を
差
し
上
げ
ま
す

9 月１日(金)から受け付けます

市民交通傷害保険

ツ
反
…
９
月
４
日
㈲
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ

…
９
月
６
日
困
、
い
ず
れ
も
午
後

１

時
～
２
時
3
0分
　
会
場
中
央
保

健
セ
ン

タ
ー
　
対
象
生
礁
一
〒

四

十
八
ヵ

月
未
満

※
予
診
票
が
な
い
場
合
は
接
種
で

き
ま
せ
ん
の
で

申
し
込
み
を

惠（

ガ
キ
で

、
〒
2
7
1
松
戸

市
竹
ケ

花
七
四
－

三
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
（
容
6
6・

7
4
8
4

番
）
　へ

接
種
の
新
し
い
手
順



平
和
の
た
め
だ
と

信
じ
て
戦
争
を

し
て
い
た

本
日

は
、
暑
い
中

を
お
出
で
い
た

だ

き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
戦
後
五
十
年

と
い
う
節
目
の

年

に
当

た
り
ま
す
の
で

、
改
め
て
平
和
の

大

切

さ
に
つ
い
て
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え

て

み
た
い
と
思
い
ま
す

。
今
回
は
、
戦

争
を

実
際
に
経
験
さ
れ
た

方
々

の
代
表
と
し

て

大
川
さ
ん
と
宮
崎

さ
ん
に
、

そ
し
て

こ
れ

か
ら
平
和
を
守

り
続
け
て
い

く
若
人

の
代

表
と
し
て
市
立
松
戸

高
校
か
ら
三

山
さ
ん
、

武
藤
さ
ん
、

佐
藤
さ
ん
、
大
友

さ
ん
に
参

加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

早
速
で
す

が
、
大
川

さ
ん

は
実
際
に
戦

地
に
行
か

れ
た
わ
け
で
す

が
…
。

大
川
　

私
は
、
昭
和
1
4年

に
中
国
へ
行
き

ま
し
た

。
保
定
と

い
う
北
京
の
近
く
で
軍

隊
の
教
育
を
受
け
て

、
そ
れ

か
ら
ず

っ
と

大

陸
で

過

ご
し
ま
し
た

。
一
時
は
香

港
の

そ
ば
の
恵
州
と

い
う

と
こ
ろ
ま
で
行

き
ま

し
た

が
、
終
戦

は
南
昌

と
い
う
と
こ

ろ
で

迎
え

ま
し
た
。
日
本

に
復
員
し
た
の

は
翌

2
1年
の
３
月
で

す
。

大
変
な
苦

労
を
さ
れ
た
ん
で

す
ね

。

大
川
　

私
の

師
団

の
同

期
は
最
初
千
五
百

人
ほ
ど

い
た
の
で

す
が
、
最
後
ま
で

残
っ

た
の
は
百
二
十

人
で

し
た
。

大
友
　

当
時
は

。
戦
争
の
こ

と
を
ど
ん
な

ふ
う

に
思
っ
て

い
た

の
で

す

か
。

大
川
　

日

本
の
平

和
の
た

め
だ
と
信
じ
て

戦
争

を
し
て

い
ま
し
た
。

今
で
は
、

ば
か

な
戦
争

を
し
た
と
思
う

け
れ
ど
も

、
そ
の

こ
ろ

は
そ
う

い
う
教
育
し

か
受
け
て

い
な

か
っ
た
か
ら
ね
。
教

育
は
大
切
だ
な

。

―
－
　

ど
ん
な
こ
と

が
印

象
に
残
つ
て
い

ま
す

か
。

大
川
　

戦
友

が
ね

、
周
り
で
た
く

さ
ん
死

ぬ
ん
で
す
よ

。
で
も

死
体
を
持

っ
て

帰
る

こ
と

が
で
き

な
い
か
ら
、
腕

だ
け
肘
（
ひ

じ
）
の
先

か
ら

切
り
落
と
し
て

、
背
嚢
（
の

う
）
に
二
、
三
本
く
く
り
付
け
て
陣
地
に

戻
っ
て
く

る
。
そ
れ

か
ら
晩

飯
を
炊
く
火

の
中
で
燃

や
し
て

遺
族

に
渡

す
ん
で
す
。

背
嚢
だ
け
で
も
十
五
ご
あ
る
か
ら
、
そ
れ

負
け
る
な
ん
て

絶
対
に

思
わ
な
か
っ
た

大
友
　

松
戸

は
空
襲
で
ど
の
く
ら

い
の
被

害

が
あ
っ
た
の
で

す
か
？
・

宮
崎
　
工

兵

学
校

の
周
り
や
松
飛
台

の
飛

行

場
は
空
襲

を
受
け
て

い
た
よ

う
で
す
。

空
襲
が
あ

る
と
警

報
が
鳴

っ
て

、
貴
重

品

を
土
の
中
に
埋

め
て

か
ら
防
空
壕
（

ご
う
）

に
入
る
ん
で
す

。
中

か
ら
外
を
見

る
と
、

焼
夷
（

い
）
弾

は
ま

る
で

花
火
の
よ

う
に
見

え
ま
し
た
。
何

も
知
ら
な

い
子
供
た
ち

に

は

、
き

れ
い
に
見

え
て

い
た
よ
う
で

し
た
。

－
　

松
戸
に

も
東
京
へ
の
攻

撃
の
余
波

で

空
襲
を
受
け
て

、
十
一
人
が
死

傷
し

た

と

い
う
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す

。

武
藤
　
当
時
の
思
想
・
言
論
に
対
す
る
弾

圧

は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
た

か
？

宮
崎
　

空
襲
警

報
を
ラ
ジ

オ
で
聞

い
て

い

る
と
、
自
警
団

の
人
が
飛
行
機

か
ら
真
空

管

の
明

か
り

が
見

え
る

か
ら
ラ

ジ
オ
を
消

せ

と
言
う
ん
で
す
よ

。
家
の
中

の
ラ
ジ
オ

の
真
空
管
の
明

か
り
が
見
え
る

わ
け
は
な

い
の
に
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
を
口

に
出
せ
る
時
代
で

は
な
か
っ
た
で

す
ね

。

佐
藤
　

そ
う

い
う
と

き
に
負
け

る
と
思

わ

な
か
っ
た
ん
で
す

か
？

大
川
　

負

け
る
な

ん
て

絶
対
に
思

わ
な
か

っ
た

。
最

初
か
ら
日
本

は
負
け
な

い
と

い

う

信
念
が
あ
っ
た

。

宮
崎
　

全
然
考
え
ま
せ

ん
で
し
た
ね
。

武
藤
　

空
襲
も
強
ま

る
し

、
食

べ
る
も
の

も
な

い
し
・
…

普
通
負

け
る
と
思
う
ん
で

は

な
い
で

す
か
？

大
川
　

今

の
若

い
人

は
そ
う
考
え

る
と
思

う

け
れ
ど
も
、
負

け
な

い
ん
だ
と

教
育

さ

れ
て

い
る

か
ら

、
死
守

し
ろ
と
言

わ
れ
れ

ば
、
た
と
え
一
兵

に
な
っ
て
も
守

ら
な
け

れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
ど
ん
な
命

令
で

も

従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な

か
っ
た

。

佐
藤
　

ほ

か
の

戦
線
が
負
け
た
と

い
う
情

報
は
入
ら

な
か
っ
た

ん
で
す

か
。

大
川
　

全

く
入

ら
な
い
。

通
信
隊
長
は
知

っ
て

い
た

か
も
し
れ
な

い
け
ど
・
…

広
島
・

長
崎

の
原

爆
も
終
戦

に
な
っ
て

か
ら
知

っ

た
く
ら

い
で
す

か
ら
。

し
か
し
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

佐
藤
　
大
川
さ
ん
は
い
く
つ
ぐ
ら
い
の
と

き
に
戦
争
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
か
？

大
川
　
二
十
一
歳
か
ら
二
十
八
歳
く
ら
い

ま
で
で
す
。

－
　

そ
ん
な
に
長
く
…
。
今
で
す
と
一

番
楽
し
い
こ
ろ
で
す
ね
。

大
川
　
そ
う
、
私
た
ち
に
は
青
春
が
な
か

っ
た
。
い
つ
も
弾
の
中
に
い
た
。
そ
ん
な

気
が
し
ま
す
よ
。

武
藤
　
そ
の
間
、
け
が
は
し
な
か
っ
た
ん

で
す
か
？

大
川
　
私
は
重
機
関
銃
中
隊
に
い
た
の
で

す
が
、
目
の
下
や
ひ
ざ
な
ど
に
弾
を
受
け

て
、
三
回
負
傷
し
て
い
ま
す
。
戦
場
な
の

で
き
ち
ん
と
し
た
手
当
て
も
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
麻
酔
も
な
い
し
、
赤
チ
ン

も
人
間
の
も
の
よ
り
も
効
き
目
が
強
い
馬

用
の
も
の
を
塗
ら
れ
ま
し
た
。

皆
　
　（
笑
い
）

幸 谷　 大 川　 哲 さ ん

北 支那 方面教 導 学校 卒業 後第

27師 団 ３連 隊 に所属 。保定 ・

北 支・ 満州 を経 て 武 漢 へ。 終

戦 は 南昌 で迎 えた。 現 在、傷

夷軍人 連合 会 副会長 を務 め る。

上本郷　 宮崎　 とみ さん

昭和11年に結婚し、一女をも

うける。夫は18年にラバウル

で戦死。その間、夫と娘が会

えたのは二度だけ。現在、遺

族会婦人部長を務める。

主
人
と
は

一
ヵ
月
し
か

暮
ら
せ
な
か
っ
た

宮
崎
　
大
川
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
主
人

が
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
や
っ
て
き
た
か
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。
結
婚
し
て
す
ぐ
戦
地

に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
・
…

－
　

ご
主
人
と
は
ど
れ
く
ら
い
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
か
？

宮
崎
　
一
ヵ
月
く
ら
い
で
す
。

皆
　
　
一
ヵ
月
！

宮
崎
　
戦
地
か
ら
結
婚
の
た
め
に
帰
っ
て

き
て
、
式
を
挙
げ
て
ま
た
す
ぐ
戻
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
か
ら
。

大
川
　

ご
主
人
は
ど
こ
の
部
隊
で
す

か
？

宮
崎

久
留
米
卜
八
大
隊
の
工
兵
で
し
た
。

大
川
　
そ
れ
で
は
私
の
連
隊
と
同
じ
作
戦

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

市立松戸高校生徒が戦争体験考に聞く！

－

－

内
地

で
は
ど

う
で
し
た
か
？

宮
崎
　

工

兵
学
校

の
兵
隊
さ
ん

か
ら
聞
く

く
ら

い
で
、
ほ
と

ん
ど
分

か
ら
な

か
っ
た
。

佐
藤
　

８
月
1
5
H
の
終

戦
の
と
き
は

ど
ん

な
気
持
ち
で

し
た

か
？

宮
崎
　

い
や
、
終
わ

っ
た
…
。
ほ

っ
と
し

た
と

い
う
か
気

が
抜

け
た
と
い
う

か
…
ち

ょ
っ
と

説
明
が
し
難

い
で
す
ね
。

大
川
　

南
昌
で
終
戦

を
迎
え
た

の
で

す
が
、

終
わ
っ
た
ん
だ

か
な

ん
だ
か
分

か
ら
な
か

っ
た

。
命
令
で
軍
旗

を
焼
け
と
言

わ
れ
た

と

き
に
、
命
を

か
け
て
き
た

も
の
を
焼
け

と

い
う
ん
だ

か
ら
負

け
た
ん

だ
な
と
・
…

戦
争
は
絶
対
に

繰
り
返
し
て
は

い
け
な
い

戦
争
に
つ
い
て

今
お
考
え
に

な
る

こ
と

は
何
で
し
ょ

う
か
？

私たちのまちの

３年生　三山　 聡さん３年生　大友　 香代子さん

大
川
　

戦
争
と

い
う
も
の
は

悲
惨
な
も
の

で

す
。
わ
た
し

は
二

度
と
こ
の
地

球
上
で

戦
争
を
な
い
よ

う
に
し
た

い
。
あ

っ
ち

や

困

る
・
…

今

度
戦
争

が
起

き
た

ら
大
変
な

こ
と

に
な

る
。

宮

崎
　
原

爆
み
た

い
な
の

が
幾
つ

も
落
ち

た

ら
大
変
で
す
よ

ね
。

大
川
　

今
度
戦
争

が
あ
っ
た
ら

世
界
が
な

く
な
り
ま
す
よ

。
人
類
皆
死
ん

じ
や
う
か

も
し

れ
な

い
。

戦
争
は
あ
っ
て

は
な
ら

な

い
。
で
す

か
ら
戦
争
を
知
ら
な

い
人
た
ち

に
言

い
た

い
。
絶

対
に
繰
り
返
し
て

は
な

ら
な

い
。
争

い
は
い
け
な

い
。
命

を
取

り

っ
こ
す

る
ん
だ
か
ら
…
。

宮

崎
　

本
当

に
あ
ん
な
に
痛
ま
し

い
こ
と

は
二

度
と
あ

っ
て

は
い
け
ま
せ

ん
ね
。

－
　

ご
意

見
も
出

尽
く
し
た
よ

う
で

す

の

で
、
こ
の
辺
で

座
談
会
を
終

わ
り
に
し

た

い
と
思
い
ま
す

。
大
川

さ
ん

、
宮
崎
さ

ん

、
ど
う
も
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

。

宮
崎
　

主
人
は
爆
弾
三
勇

士
の
部
隊
の
一

員
で

、
一
緒
に
出
撃
し

た
生
還
者
で
し
た
。

で
も

、
私
た
ち
は
内
地

に
い
て
、
そ

れ
ほ

ど
怖

い
思
い
は
し
て

い
ま
せ

ん
で
し
た

か

ら

、
大

川
さ
ん
の

お
話
し
を
聞
い
て

、
主

人

が
あ

の
と
き
は
こ

ん
な
気
持
ち
だ

っ
た

か
と

、
今
に
な

っ
て
分

か
り
ま
し
た
。

‐
―－
　

で
は
娘

さ
ん

は
お
父

さ
ん
の

顔
は

ご
存

じ
な
い
の
で
す

か
？

宮
崎
　

二
度
し

か
合

っ
て

い
ま
せ

ん
し
。

最
後

は
五

歳
の
と
き

だ
っ
た
ん
で
す

が
、

娘

は
お
父
さ
ん
の
顔

は
写

真
で
し

か
知
ら

な
い
と
言
い
ま
す
よ

。

イ
ナ
ゴ
や

ザ
リ
ガ
ニ
は

ご
ち
そ
う
で
し
た

大
友
　

戦
争
中
は

ど
の
よ

う
な
暮
ら
し

を

し
て

い
た
の
で
す

か
？

美穂さん佐藤３年生２年生　武藤　 正輝さん

戦
争
の
悲
惨
さ
が

平
和
の
尊
さ
を

教
え
て
く
れ
た

－

―
　
大
川
さ

ん
と
宮
崎

さ
ん
の

お
話
し

は
い
か
が
で
し
た

で
し

ょ

う
か
？
　

皆
さ

ん
の
中
で

戦
争

と
平
和
と
い

う
も
の
が
見

え
て
き
た
で
し
ょ

う
か
？

佐
藤
　

お
二

人
の

話
は
、
想
像
し
て

い
た

よ

り
す

ご
い
こ
と

が
出
て

き
た
の
で

、
何

も
言
え

な
く
な

っ
て
し

ま
い
ま
し
た

。

大
友
　

え
え
、
当
時

の
人
は
と
て
も
大

変

な
思

い
を
し
て

い
た

ん
で

す
ね
。

三
山
　

僕

が
印
象

に
残
っ
て
い

る
の

は
、

大
川

さ
ん
た
ち

が
「
日

本
は
負
け
な

い
」

と
ず

っ
と
思
っ
て

い
た

こ
と
な
ん
で
す

。

そ

れ
は
と

て
も
恐
ろ
し

い
こ
と
な
ん
じ

や

な

い
か
な
あ
。

武
藤
　

そ

う
い
う
教
育

を
さ
れ
て

い
た

か

宮
崎
　

松

ヶ
丘
小
学
校

の
と
こ
ろ

に
土

地

（
畑
）
を

借
り
て
、
麦

や
サ
ツ

マ
芋

を
作

っ
て

い
ま
し
た
。
慣

れ
な
い
農
作
業

は
大

変
で

し
た
。

三
山
　

今
の
世
の
中

、
お
金
を
出
せ

ば
食

べ
物

は
何
で
も
食

べ
ら
れ
ま
す

が
、
戦
時

中

は
ど
う
で
し
た

か
？

宮
崎
　

三

人
家

族
だ
っ
た
の
で

、
ほ
か
の

家

に
比

べ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
食

べ
る
の
に
は

困
り
ま
せ

ん
で

し
た
。
で

も
朝

ま
だ
暗

い

う
ち

に
北

部
小
学
校
の
そ

ば
に
イ
ナ

ゴ
を

捕
り

に
い
っ
た
り
…
ザ
リ

ガ
ユ
な

ん
か
も

ご
ち

そ
う
で
し
た
。
大

根
・
ジ
ャ

ガ
芋
・

サ

ツ
マ
芋
な
ん

か
が
主
食
で
、
白

い

ご
は

ん
は
ま
ず
食

べ
ら

れ
ま

せ
ん
で
し

た
ね

。

佐

藤
　

イ

ナ
ゴ
の
料
理
っ
て

ど
ん
な
も
の

な
の
で
す

か
？

大
川
　

イ

ナ
ゴ
は

お
い
し

い
ん
で
す
。

宮
崎
　

呼

吸
器
の
薬

に
も

な
る
ん
で
す
。

顏
を
見

る
と
い
や
に
な

っ
ち

や
い
ま
す
け

ど

、
佃
煮

に
す
る
と

お
い
し
い
ん
で
す
よ
。

皆
　
　
（
笑

い
）

宮
崎

「
す
い
と
ん
」
と

い
う
言
葉
を
聞

い

た
こ
と

が
あ
る

か
も
し

れ
な

い
け

れ
ど
、

す

い
と

ん
の
売
り
出
し

が
あ
る
と
聞

く
と

朝
８
時

か
ら
の
売

り
出

し
な
の

に
、
夜
の

1
2時

ご
ろ

か
ら

並
び
ま

し
た
。
関
宿

屋
（
市

民

劇
場

の
そ
ば
）

か
ら
松
戸
駅
ま
で

行
列

が
で

き
て

い
ま
し

た
。

皆
　
　

そ

ん
な
に
！

宮
崎
　

あ

と
、
煮
炊
き
す

る
の
に
炭

が
必

要

で
す

か
ら
買

い
に
行

く
ん
で

す
。
夜

の

1
2時

ご
ろ

か
ら
並
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な

い

ん
で
す
よ

。
ち
ょ

う
ち
ん
を
つ

け
て

…
。

武
藤
　

炭
は
配
給

制
だ
っ
た
の
で

は
な
い

ん
で

す
か
？

宮
崎
　

配

給
で
し
た
け

れ
ど
、
ほ
ん
の
少

し
で
し
た

か
ら

足
り
ま
せ

ん
で

し
た
。
野

菜
も
配
給
で

、
着
る
も

の
も
衣
料
切
符

が

な

い
と

買
え
な

か
っ
た

の
で

す
け
ど

、
切

符

が
あ

っ
て
も

品
物
が
な
い
と
当
然

買
え

な

か
っ
た
。
し

か
た
な
く
自
分

が
履

く
足

袋
を
よ
く
縫

い
ま
し

た
。

そ
れ
に

、
空
襲

が
始
ま

る
と
東
京

に
は
食

べ
る
も
の

が
な

く
な

っ
て

、
茨
城

か
ら

東
京
へ
運

ぶ
ヤ
ミ

米

が
松
戸

駅
で
よ
く
取

り
上
げ
ら

れ
て

い

ま
し
た

ね
。

ら

、
し

か
た
な

か
っ
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。

佐
藤
　

だ
か
ら
大
川

さ
ん
は
、
三
回

も
け

が
を
し

て
死

に
そ
う

な
目
に
あ

っ
て

も
、

勝

つ
こ

と
を
、
平
和

を
信
じ
て
頑
張

っ
た

ん
で

す
よ
ね
。
で
も

、
い
ざ
戦
争

が
終
わ

っ
て

「
こ
の
戦
争
は
間

違
い
だ

っ
た
」

と

い
わ
れ
た
ら
、
と
て

も
哀
し

い
だ

ろ
う
な

と
思

う
。
そ
う

い
っ
た

気
持
ち
も
理

解
し

な
け

れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
。

武
藤
　

今
の
平
和
と

い
う
も
の
は

、
お
じ

い
ち

や
ん
や

お
ば
あ
ち

や
ん
た
ち
世
代

の

犠
牲

の
土
に
成

り
立
っ
て
い
ま
す
よ

ね
。

－
－
　

戦
争
体
験
世
代

の
平
和
を

求
め
る

意
識

が
強
か

っ
た
か
ら

、
五
十
年
の

歳
月

を
か
け

て
平
和
を

得
る
こ
と
が
で

き
た

ん

で
す
よ

。
で
も
こ

れ
か

ら
は
、
私
た
ち
平

和

を
引

き
継
ぐ
世
代

が
ど
う
考
え

て
い
く

か

が
大

事
な
ん
で
は

な
い
で
し
ょ

う
か
？

佐
藤
　

「
平

和
」
と

い
う
も
の
は

よ
く
分

か
ら

な
い
ん
で

す
。
た
だ
、
今
は
両

親
と

か
兄

弟

が
普
通

に
暮

ら
す
こ
と

が
で
き
る

の
で

「
幸
せ
」

な
の

か
な
と

は
思

い
ま
す
。

三
山
　

僕
も

、
生
ま
れ
た
と

き
に
は
も
う

既
に
平

和
で

、
育
っ
た
と
き

も
平

和
、
そ

し
て
今
も
平
和

だ
か
ら

、
平
和

の
実
感
は

な
い
で
す
ね

。
た
だ
、
食

べ
た
い
も
の

が

食

べ
ら

れ
て

、
や
り
た
い
こ
と

が
や
れ
て

、

言
い
た

い
こ

と
が
言
え

る
、
今
は
当
た
り

前
の
こ
と

だ
け
ど
五
十
年
前

と
比

べ
れ
ば

平

和
な

の
か
な
あ
と
思

い
ま
す
。

佐
藤
　

「
平

和
を
守

る
」
と

い
う
こ
と
の

第
一
歩

は
、
「
自
分
の
住

む
ま
ち

を
良
く

す
る
」
こ
と

な
の

か
も
…

。
だ
か
ら
参
議

院
選
挙
の
投
票

率
が
約
回
‥五
％

で
し
た
が

、

投
票

に
い
か
な

か
っ
た
人
た

ち
が
戦
争
を

批
判
し
た
り

、
平

和
を
求

め
た
り
す

る
の

は
、
ち
ょ

っ
と
変
な
気

が
し
ま

す
。

武
藤
　

国
の
意

識
は
個
人
の

意
識
が
作
り

あ
げ
て

い
る
は
ず
だ

か
ら

、
そ
う
し
た
政

治
家
に

一
票

を
投
ず
る

べ
き

で
、
無
関
心

に
な
っ
て

は
い
け
な
い
で
す

ね
。

皆
　
　

そ
う

で
す
ね
。

―－
－－
　

戦
後
五
十

年
を
経
て
つ
か

み
と
っ

た
平

和
の
あ
り

が
た

み
を
、
私
た

ち
は
つ

い
当

然
の
こ
と

と
考
え
が
ち

で
す
が
、
平

和
へ

の
義
務
と

責
任
を
果
た
し

て
い
か
な

く
て
は
い
け
ま
せ

ん
ね
。

今
日
は
、
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い

ま
し

た
。

女

性

セ

ン

タ

ー

「

ゆ

う

ま

つ

ど

」

の

利

用

受

付

９

月
1
0
日

屈

午

前
1
0
時
１

正

午

会
場

市

民

劇

場
　

利

用

期

間
１１
一
月

１

日

團

～
2
9
日

困

豪
午

前
1
0
時
の

受

付

開

始

時
に

お

集

ま

り
の

人

で

希

望

が

重
複

し

た

場

合

は

抽
選

。［
そ

の

後

は

先

着

順

。

※
そ

の

後

空

き
の

あ

る
場

合

は

、

９

月
1
1
1
1

一
日

㈲

］
休

館

日

月

末

）

と

土

・

日

曜
日
・
祝

日

を

除
く

〕

か

ら

午

前
９

時
～

午

後
５

時
の

間

、
女

性

セ

ン

タ

ー

（

四
6
4
・

8
7
7
8

番
）
で

受
け

付

け

黷

女

性
セ

ン

タ
ー

（
９

月

８

日

ま

で

は

市

役
所

内

）

平

成

７

年

国

勢

調

査

に

よ

る

千

葉

県

人

口

予

想

懸

賞

募

集

本

年
1
0
月
１

日

に

国

勢

調
査

が

行
わ

れ

ま

す
。

調

査
の

実
施

に

先

立

ち

、

本

年
1
0
月
１

日

午
前

零

時

現

在
で

千

葉

県
内

に

住
ん

で

い

る

人

の

予

想

人

口
を

募

集
し

ま
す

。

資

格
県

内

に
居

住
す

る

大
　

発

表
1
2
月

中

に

入

賞

者
に

通

知
　

賞

品

一

等
（
図

書

券

五
万

円

相

当

）
、

二

等
（

同
三

万

円

相
当

）
、
三

等
（
同

一
万

円

相

当

）
、
四

等

（
同

五

千
円

相

当

）
、
五

等
県

民

手

帳

（
一

九

九

六

年

版

）

惠
９

月
3
0
日

出
〔
消

印

有

惣

ま
で

に

、

〒
2
6
0千
葉

市

中

央
区

市
場

町

一
－

一

千

葉
県

企
田

部

統
計

課

人

口

統

計

係

（
｛
。
0
4
3
・
2
2
3・
2
2
2

3
番

｝
へ

８

月

は

特

別

土

地

保
有

税
（
取

得

分

）
の

申

告

納

付

月

で

す

対
象
平
成
６

年
７
月
↓

日

～
７

年
６
月
3
0日
の
間
に

、
市
内
の
土

地
を
合
計
で

一
千
平
方
び
以

上
取

得
し
た

個
人
ま
た
は
法
人
　

税
額

土
地
取

得
価
額
に
三
％
を
乗
じ
た

額
か
ら
、
不
動
産
取
得
税
相
当
額

を
控
除
し

た
額
　

申
告
納
付
期
限

８
月
3
1日
團

類
税
制
課
諸
税

係

中

小

企

業

金

融

公

庫

定

例

相

談

会毎
月
第
二
金
曜
日

午
後
１

時
～

３

時
　
会
場
商
工
会
館
　
内
容
経

営
資
金
（
設
備
・
運
転
資
金
）
が
必

要
な
人
の
た
め
の
相
談

茴
松
戸
商
工

会
議
所
｛
。
6
4・
3
1

1
1
番

就

学

義

務

猶

予

免

除

者

の

中

学

校

卒

業

程

度

認
定

試

験

受
験
資
格
①
平
成
８
年
３

月
3
1

日
ま
で
に
満
十
五

歳
以
上
に
な
る

人
で

、
現
在
保
護
者
が
義
務
教
育

諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶

予
も
し
く
は
免
除
さ
れ
て
い

る
人

ま
た
は
以
前
に
さ
れ
た
人
②
保
護

者
が
旧

尋
常
小
学
校
ま
た
は
旧
国

民
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
③
義
務

教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き
な
か
っ

た
人
（
平
成
８
年
３

月
3
1日
ま
で

に
満
十
六
歳
以
上
に
な
る
人
に
隕

る
）
で

、
保
護
者
が
手
続
き
を
し

て
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
な
か

っ
た
が
、
猶
予
ま
た
は
免
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
事
由
と
同
等

の
事
由
が
あ
っ
た
と
文
部
大
臣
が

認
め
た
人
　

願
書
受
付
期
間
９
月

６

日
圉
ま
で

（
土
・
日
曜
日

を
除

く
）
　
試
験
期
日
1
1月
1
0日
白

試
験
会
場
県
立
中
央
図
書
館

類
県
教
育
庁
学
校
教
育
部
指
導
課

容
0
4
3
・
2
2
3
・
4
0
5
9

番

シ

ル

バ

ー

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

シ

ョ

ー

「

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン

コ

ン

ク

ー

ル

」

1
0月
2
9
日

㈲

午

前
1
1
1
1

一
時

～

午

後

３

時
　

会

場
船

橋

市
勤

労

市
民

セ

ン

タ

ー
　

対

象
六

十
歳

以

上
の

人

（
1
0
月
2
9
日

現

在

）
　
衣

服

本
人

ま

た
は
家
族
・
友
人

等
（

年
齢

問

わ
ず

）

の

作
製
し

た
も
の
・
　
定

員
百

人
（
応

募
多

数

の
場

合

は

書

類
選

考

）

圃

電

話
で

、

緲
千

葉

県
長

寿
ふ

れ

あ
い

セ

ン

タ

ー
事

業

課

登
図
・
2
4
4
・

7
1
4
1

番
へ

申

込

書
の

請

求

を

。

応
募

は

９
月
2
9
日

金

必

着
で

市

立

東

松

戸

病

院

休

診

の

お

知

ら

せ

泌
尿
器
科
外
来
は
、
８

月
2
8日

㈲
・
2
9日

次
・
９
月

―
日

窗
に
休

診
し
ま
す
。

蠢
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
東
松
戸

扼

院
総
務
課
医
事
係
・
1
9
1・
5
5
0

0
内
線
2
1
0
9

番

「
歌

の

街

」
の

放

送

時

間

が

変

わ

り

ま

す

防
災
行
政
用
無
線
局
で
放
送
し

て
い
る
「
歌
の
街
」
の
放
送
時
間
が

９
月
１
日
亠

…一
月
3
1日
の
間
、
午

後
５

時
に
変
わ
り
ま
す
。

鵞
防
災
課

東

京

外

か

く

環

状

道

路

都

市

計

画

変

更

素

案

を

縦

覧

し

、

公

聴

会

を

開

催

東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
都
市

計
画

変
更
に
関
し
て
、
千
葉
県
の

素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
縦

覧
し

、公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
素
案
の
縦
覧
】

８
月
2
5日
廚
～
９
月
８
日
金
の

午
前
８

時
3
0分
～
午
後
５
時

壬

・

日
曜
日

を
除
く
）
　
　場
所
市
役
所

本
館
三
階
第
一
会
議
室
・
県
庁
九

階
都
市
部
会
議
室

【
公
聴
会
】

1
0月
1
2日
團
正
午
～
午
後
４
時

会
場
市
民
劇
場
　
公
述
人
の
資
格

市
内
に
住
所
の

あ
る
人
（
法
人

を

含
む
）
　
　公
述
の

申
出
方
法
公

述

を
希
望
す
る
人
は

、
８

月
2
5日

應

～
９
月
８
日

窗
の
間
に
公
述
申
出

書

令

都
市
計
画
課
に
用
意
）
を
直

接
ま
た
は
郵
送

］９
月
８
日

消
印

有
効
〕
で
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八

七
－

五
松
戸
市
役
所
都
市
計
画
課

へ
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
公

述
申
出
書
提
出
者
の
中
か
ら
選
定

し
て

通
知
）
　
傍
聴
公

聴
会
当
日

直
接
会
場
へ
（
先
着
順
）
。
申
出
人

が
い
な
い

場
合
は
公
聴
会
は
中
止

と
な
り
ま
す
。

蠢
市

都
市
計
画
課
ま
た
は
県
都
市

部
計
画
課

≪
0
4
3
・
2
2
3

・
3
1
6
8

番

中

小

企

業

融

資

制

度

の

貸

出

金

利

を

引

き

下

げ

８
月
１
日

受
け
付
け
分
か
ら
貸

出
金
利
を
引
き
下

げ
ま
し
た
。

対
象
市
内
に
営
業
所
を
有
し

、

一
年
以
上
引
き
続
き
同
一
事
業
を

営
み

、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
中

小
企
業
者
（
法
人
ま
た
は
個
込

金貸　 出　 資金　 利出貸

資　金　名 限 度 額 償還期間 利子補給率

運　　転　　 資　　金

設　　瞞　　 資　　金

小売商業経営安定化資金

小売商業設備近代化資金

経 済 変 動 対 策 資 金

２千万円

３千万円

２千万円

３千万円

２千万円

５年以内

フ年以内

５年以内

フ年以内

５年以内

年3.0％

年3.C％

年3.6％

年3.696

年37 ％

償還期間 変更前 変更後

１　年　以　内

１年超５年以内

５年超フ年以内

フ　　年　　超

年3.9%

年4.3％

年4.596

年■4.7%

年3.796

年∠1.0％

年4.2％

年4.4 %

※
経
済
変
動
対
策
資
金
：
海

象
は

纈
近
三
ヵ
月
の
平
均
売
上
高
が
、

前
年
同

期
比
二
〇
％
以
ヒ
減
少
、

ま
た
は
最
近
六
ヵ
月
の
平
均
売

上
高
が
前
年
同
期
比
一
五
％

以

上
減
少
し
て
い
る
法
人
ま
た
は

個
人
。
申
し
込
み
は
平
成
８

年

３
月
3
1日
ま
で

蠢
商
工
課

融
資
係

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

募

集

活
動
日
平

成
７

年
９

月
こ
ろ
か

ら
月
・
金
曜
日
の
月
一
上

面

活

動
で

き
る
人
　

内
容
高
齢
者
に
短

歌
・
俳
句
・

書
道
な
ど
を
指
導

鵞
老
人
保
健
施
設
栗
ヶ
沢
デ
イ
ホ

ー
ム
・
1
8
5・
5
5
7
5

番

｢戦争と平和」，
戦後50年を迎えて戦争を知らない世代が過半数を超え、ともすれば「戦争」や

「平和」に対する意識が希薄になりつつあるといわれている現在、その歴史を

振り返り、戦争とはいった何であったのか？　二度と繰り返さないためには

どうしたら良いのか？　市立松戸高校の生徒が戦争体験者に聞きます。

戦後50年特

集



シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

女

性

会

員

募

集

齟
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
「
健

康
で

働
く
意
欲
の

あ
る
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
の
で

き
る
」
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
会
員
に
な
る
と

、

簡
単
な
研

修
を
受
け
た

後
、
セ
ン

タ
ー
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
仕

事
の
受
注
・
配
分
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
働
く
場
の
提
供
だ
け
で

な
く
、
仲
間
づ
く
り
の

一
環
と
し

て
の
活
動
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

〔
現

在

会
員

数
五
百

六

十
二
人

（
男
性
四
百
三
十
四
人
、
女
性
百

二
十
八
人
）
〕

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
一

般
家
事
上

京
庭
内
の
掃
除
・
洗
濯
・

買
い
物
な
ど
、
老
人
関
係
＝
通
院

の
補
助
・
話
し
相
手
な
ど
、
子
ど

も
関
係
＝
園
児
の
送
迎
な
ど

匣

直
接
ま
た
は
電
話
で

、
㈹
松
戸

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
昔
8
4

・
ＱＪ
１
（
り
１

番
へ

ち

ば

文

化

祭

見

学

バ

ス

ツ

ア

－

９

月
2
3
日

前

午

前
９

時
3
0
分

、

市

立
図

書

館

本

館

前

集
合
　

会

場

幕
張

メ

ッ

セ

国

際

展
示

場
　

内

容

生
活

・
文

化

総

合
フ

ェ

ア

ー
グ
ラ

ン

ド
フ

ェ

ス
テ

ィ

バ
ル
　

定

員

三

十

二
人
　

費

用

無

料
（
昼

食
付

言

惠
９

月
1
1
1
1

一
日

㈲

〔

必

着
〕

ま
で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・

電

話

番
号

・
図

書

館
利

用

カ

ー
ド

番

号

を
記

入

し
て

、

〒
2
7
1松

戸

市

松

戸

二
〇

六

〇

市

立

図

書
館
（

音
6
5・

5
1
1
5

番

）
へ

（
（

ガ

キ

ー
枚

で

二
人

ま

で

記
入

巳

小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

合

同

展

覧

会

９
月
２
日
出
～
４
日
㈲
、
午
前

９

時
～

午
後
５

時
（
最
終
日
は
正

午
）
　
　会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
墨
絵
ほ
か
　

費
用
無
料

固
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
登

4
4・（
Ｍ）９（
Ｉフ
Ｏ

番

募
集
し
ま
す

千

葉

県

観

光

写

真

コ

ン

ク

ー

ル
テ

ー
マ
千
葉
県
の
観
光
の
宣
伝

に
効
果
的
な
も
の
　

規
格
白
黒
ま

た
は
カ
ラ

ー
プ
リ
ン
ト
の
四
ツ
切

り
判
（
四
ツ
切
り
ワ
イ

ド
可
）
　
規

定
一
年
以
内
に
撮
影
の

自
作
品
で

未
発
表
の
も
の
一
人
三

点
以
内

寮
作
品
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
。

惠
９
月
3
0日
出
〔
必
着
〕
ま
で

に
、

作
品

の

裏
面

す
べ
て

に

応
募
票

（
自
作
の
も
の
で

も
可

）
を
張
っ

て

、
題

名
・
撮
影
場
所
・
日
時
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電

話
番
号
・
勤
務
先
（
学
校
名
）
を

記
入
し
て
、
〒
2
6
0
千
葉
市
中
央
区

富
士
見
一
－

匸

〒

七

（
千
葉
県

観
光
物
産
セ
ン
タ
上

二
階
）
剛
千

葉
県
観
光
公
社
写
真
コ
ン
タ

ー‘ル

係
（
a
0
4
3
・
作万一
・
9
1
7
5

番
）へ

市

立

東

松

戸

病

院

パ

ー

ト

薬

剤

師

募

集

対

象
四

十

歳

ま
で

の

有
資

格

者

惠
９

月

５

日

㈹

ま
で

に

、
履

歴

書

（
写

真

付

き

）
、
資

格

免

許
の

写

し

を

持

参

ま
た

は

郵

送
で

、

〒
2
7
1松

戸

市

高
塚

新

田

一

三

〒

一

三

松

戸

市

立

福
祉

医

療

セ
ン

タ

ー
東

松

戸

蜴

院

総

務
課

（
｛
。
9
1・
5
5
0

0

番

｝
　へ

パート看護婦・保健婦募集

卜 看　護　婦 保　健　婦

募集
人数

３人 若干名

仕事の
内容

訪問看護の看

護業務

訪問看護ステ

ーション業務

資格

看護婦（ 准看護婦を除く）・

保健婦の免許を取得してい
る50歳までの人

頽健康管理課保健計画ｲ系66-7486番

野

鳥

観

察

会

９
月
３

日
㈲
午
前
８
時
松
戸
駅

東
ロ

デ
ッ
キ
上

集
合
、
午
後
１

時

現
地

解
散
　

会
場
東
京
湾
野
鳥
公

園
　
持
ち
物
筆
記
具
・
観
察
用
具
・

昼
食
　
費
用
入
園
料
・
交
通
費
実
費

固
聯
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基

金
登
4
5・
9
8
4
6

番

松

戸

市

教

職

員

美

術

展
「

朋

」

８

月
2
3
日

水

～
2
8
㈲

、
午

剪

１１一

時
～

午

後

ら
時
　

会

場

新
松

戸

ギ

ャ
ラ

リ

ー

ウ

ィ

ン

ス
　

内

容

油

絵
・

日

本
画

・

版

画

・

彫
刻

固

小

金

北
中

学

校

・

米
元

昔
4
8
・

5
7
0
0

番

催

し

物

松

戸

歩

こ

う

会
（

イ

キ

ン

グ

９
月
1
0日
㈲
午
前
６
時
松
戸
駅

市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
前
集
合
　
コ

ー

ス

埼
玉
県
寄
居
町
～

鍮
つ

き
堂
山

～
円
良
田
湖

♀

三

飃
　

費
用

交

通
費
の
み
　

対
象
六
十
五
～
七
十

五
歳
く
ら
い
の
人
　
定
員
五
十
人

惠
８
月
3
0日
困
ま
で
に
、
（

ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸

市
上
本
郷
二

二
七
五
松
戸
歩
こ
う
会
古
田

咲
子

（
昔
6
3・
4
8
4
8

番
）
　へ

ゆ
う

ゆ

う

ク

ラ

ブ

活

動

会

員

を

募

集

コ

ー
ラ
ス
＝
第

∵

三
水
曜
日

午
前
1
0時
～
正
午
、
華
道
＝
第
二
・

四

金
曜
日
午
後
１

時
～
３
時
　

対

象

市
内

在
住
の

六
十

歳
以

上
の

人
、
各
十
五
人

圃
８
月
2
2日
内
午
前
９
時
か
ら
、

電
話
で
矢
切
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

容
6
8・
1
5
0
8

番
へ

実

用

新

案

等

商

品

化

案

件

を

募

集対
象
案
件
既
に
登

録
さ
れ
て
い

る
か

、
出
願
手
続
き
中
の
特
許
・

実
用

新
案

惠
1
0月
３
日
次
ま
で
に
、
登
録
申

込
書
に
記
入
し
て

、
〒
2
6
0
千
葉
市

中
央
区
中
央
四
－

一
七
上

二
袖
ケ

浦
ビ
ル
七
階
聯
千
葉
県
工
業
技
術

振
興
セ
ン
タ
ー
（
a
0
4
3
・
2
2
2
・
6

1
1
2

番
）
　へ

再

生

自

転

車

の

即

売

８
月
2
1日
㈲
工

丿
日

窗
、
午
前

９
時
～
午
後
３
時
（
売
り
切
れ
次

第
終
子
）
　
　会
場
生
き
が
い
福
祉

セ
ン
タ
大

金
ケ
作
二
七
七

―
回

販
売
台
数
三
十
台
　

価
格
五
千
円

～
一
万
一
千
円
　

交
通
五
香
駅
東

口
か
ら
新
京
成
バ
ス
「
小
新
屮

行
き
ま
た
は
「
柏
陵
高
校
」
行
き

で
「
新
栄
町
入
口
」
下

車

固
他
松
戸
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
１

容
8
4・
3
1
9
1

番

エ

イ

ズ

予

防

ポ

ス

タ

ー

コ

ン

ク

ー

ル

内

容
エ

イ

ズ
予

防

の
正

し

い

知

識
の

普

及
や

エ

イ

ズ

問

題
に

つ

い

て

の

県

民
の

意
識

向
上

に

役
立
つ

も
の
　

資

格
県

内

在

学

・
在

勤

・

在
住

し
て

い

る

中

学

生
以

上

の

人

規
格

四
ツ

切
り

画

用

紙

［
3
8
碧
×

5
4言

画

材
自

由
　

応

募
方

法
９

月

１１
］
日

㈲
ま

で

に

、

作
品

の

裏

面

に

氏

名

・

年
齢

・

住

所

・
電

話

番

号
・

学

校

名
・

学

年

（

ま
た

は

勤

務
先

）

を
記

入

し

て

、

〒
2
6
0千

葉

市
中

央
区

市
場

町

一
－

一
千

葉

県

衛
生

部

保

健
予

防

課
エ

イ

ズ

対

策

班

（

一`一
0
4
3
・
2
2
3・
2
6
9
3

番

）

へ※

学

生

は

学
校

へ

持

参

応

募

作
品

は

返

却
し

ま
せ

ん

。

‥Ｈ
月
に

開
催

予

定
の

エ

イ

ズ

予

防

大

会
で

発

表

と

表

彰
式

を

行

い

ま

す

。

は

る

か

ぜ

サ

ー

ド

コ

ン

サ

ー

ト

「
憲

法

く

ん

か

ら

の

ラ

ブ

レ

タ

ー
」

９

月
９

日
出

午

後
６

時

開
演

会
場
市
民
会
館
　
内
容
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
ほ
か
　

費
用
大
人
千
三
百

円
、

中
高
生
八
百
円
、
小

学
生
五
百

円

固
東
葛
合
唱
団
は
る
か
ぜ
・
田

中

容
0
3・
３
６
０
０
・
2
4
1
0

番

社

交

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

８
月
2
7日
㈲
午
後
２
時
～
５

時

会
場
勤
労
会
館
　

費
用
五
百
円

固
フ
リ

ー
ジ
ャ
ふ

れ
あ
い
会
・
小

河

一`
6
4・
8
1
5
0

番
二

夜
間
）

な

ん

で

も

相

談

日

９

月
３

日

㈲
午

前
1
0
時
3
0分

～
午
後
３
時
　

会
場
イ
ト

ー
ヨ
ー

カ
堂
松
戸
店
六
階
催
事
場
　

内
容

生
活
一

般
（
法
律
・
税
金
・
登
記
・

建
築
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
・
教
育
・

不
動
産
売
買
な
ど
）
　
　費
用
無
料

固
松
戸
商
工
会
議
所｛
一一
6
4・
3
1

1
1

番

松

戸

ま

つ

り

①

バ

ザ

ー

ル

コ

ー
ナ

ー

②

趣

味

の

店

コ

ー

ナ

ー
出

店

者

を

募

集

1
0月
７
日
出
・
８
日
⑧
　

会
場

松
戸
駅
周
辺
　
内
容

①
商
店
な
ど

の
目
玉
商
品

②
趣
味
や
才
能
か
ら

生
ま
れ
た
作
品
　
対

象
①
市
内
の

商
工

晨
業
者
と
そ
の
団
体

②
市
民

と
そ
の
団
体

匣
８
月
2
1日
㈲
～
2
5日
脂
の
午
前

９

時
～
午
後
４

時
3
0分
の
間
に

、

電
話
で
松
戸
商
工
会
議
所
登
6
4・

3
1
1
1

番
へ

千

葉

県

発

明

考

案

展

募

集

応
募
資
格
県
内
在
住
の
個
人
ま

た
は

県
内
の
法
人
　
出
品
物
最
近

登
録
し
た
か
出
願
中
の
特
許
・
実

用
新
案
・
意
匠
に

関
す
る
現
品
・

見
本
・
ひ
な
型
で

、
容
積
は
各
辺

∵

五
μ

以
内
、
重
量
七
十
劭
以

下
の
も
の
　

費
用
出
展
料
は
無
料

親

子

映

画

会

８
月
2
6日
出
午
後
２

時
～
４
時

会
場
矢
切
公

民
館
　
内
容
火
蔘
る

の
墓
、
忍
た
ま
乱
太
郎
　

定
員
先

着
百
七
十
人
　

費
用
無
料

圃
電
話
で

矢
切
公
民
館
登
6
8・
1

2
1
4

番
へ

療

育

相

談

９

月
1
4日
市
午
後
１

時
～
１

時

3
0分

会
場

松
戸
保
健
所

対
象

こ
　
　
　
　膺』ゆ
う

乳
児
の
股
関
節
脱
臼

検
診
未
受
診

者
、
整
形
外
科
学
領
域
の
診
察
・

相
談
等
を
希
望
す
る
1
8歳
未
満
の

人

手

約
制
）

※
乳
幼
児
は
母
子
手
帳
の
持
参
を

惠
電
話
で

松
戸

保
健
所
保
健
指
導

課
容
6
1・
2
1
2
1

番
へ

音
楽
の
広
場
（

合
唱
講
座
）

８

月
2
2日

内

午
後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分
　

会

場

市
民
劇

場

費
用
初
回
の
み
二
千
七
百
円

（
テ

キ
ス
ト
代
）

固
矢
切
公
民
館
容
6
8・
1
2
1
4
番

※
作
品
は
、
平

成
８
年
２
月
1
6囗

齏
～
1
8囗
㈲
の
間
、
ら
ら

ぽ
１

と
一
階
セ
ン

タ
ー
コ

ー
ト

（
船

橋
市
）
で

展
示
し
ま
す
。

惠
1
0月
3
1日

㈹
ま
で
に
、
〒
2
6
0
千

葉
市
中
央
区
長

洲
一
－

九
丿
一
県

庁
第
二
庁
舎
内

飭
発
明
協
会
千
葉

県
支
部
（
0
0
4
3・
聊一
・
〇
６
６
８

番
）
へ

日

豪

相

互

訪

問

プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト

参

加

者

募

集

９

月
1
6
日

出
土

…Ｊ
月
６

日

廊

内
容
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ロ

ー
タ

ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
日
本

に
招
待
し
て
東
京
周
辺
を
案
内
す

る
こ

と
で

、
日
本
を
理
解
し
て
も

ら
う
（
詳
細
は
説
明
会
で

案
内
）

惠
８
月
2
6日
出
・
2
7日

収
の
午
前

９
時
～
午
後
９
時
の
間
に

、
電
話

で
松
戸
東
ロ

ー
タ

ー
ア
ク
ト
ク
ラ

ブ
・
西
岡
昔
6
0・
1
1
1
7

番
へ

パークセンター（21世紀の森と広場）催し物

行　事　名 日　　時 講　　　　　師 対 象

園芸教室

｢秋植え球根｣

９／９圉

午後１時30分

～３時

みどりの相談員

小林　鶴太郎氏

どなた

でも

先着20人

自然観察会

｢クモウォツチンブ｣

9 /16圉

午前10時～正午

みずもと自然観察

クラブ

加藤　輝代子氏

どなた

でも

先着30人

みどりの講習会※

｢ハープで作るキツチ

ンフフクセサリー｣

9 /17(日)

午後１時30分

～３時30分

ジャパン

ハープソサエティー

黒澤　今日子氏

どなた

でも

先着24人

園芸教室

｢秋の庭木の手入れ｣

9 /20圉

午後１時30分

～３時

みどりの相談員

田口　峯男氏

どなた

でも

先着20人

みどりの教室

｢植物よもやま話｣

9 /24(日)

午前10時～正午

元小学校校長

白鳥　四郎氏

どなた

でも

先着30人

公演日 公　　濟　　名 会　場 開演時間 費　　用

９／９圉

羽田健太郎十新星日本交響

楽団「オーケストラ・ﾌﾌ・
ラ・カルト 」ラプソディ・

イン・ブルーほか　 ☆⑦
森のホー
ル29

大ホール

午後３時

Ｓ売り切れ

A/　3,500 円
B/　2,500 円

23睨

新ヴィヴァルディ合奏団
with 田部京子｢モーツァル

ト はいかが｣交響曲41番｢ジ
ュピター｣ ほか　　　☆⑦

午後２時
S/　3,500 円

A/　3,000 円

30圉
オペレッタ「注文の多い料

理店」ｲ乍曲ﾆｲ山道作三　出
演 二丹波勝海ほか

森のホー
ル2q

小ホール

午後３時
おとな3,500円

こども2,000円

10/ 8 (日)
フアミＵ－のための名曲コ
ンサート

｢華麗なるブラスの響き｣

午後２時
全自由席

2,000円

学　生1,000円

惠電話でパークセンターO45-8900 番（月曜休館）へ　※材料費1.500R

※チケット は 売り 切れの場合があり ます。☆印には 託児サ ービ ス( 有料)

があり ます。畄ED には学生席1,500 円があり ます。

※11月30日困 ハウンド ドッ ク ・コンサ ート のチケット 前売り 開始は、９月

23日 面に変更になり ました。

平日・午後5時～翌朝午前9時

休日と土曜・午前9時～翌朝午前9時

◆夜間急病診療所 ………………068-3756 番

衛生会館内・毎日午前午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所 …Q65-3430 番

衛生会館内・午後8時～11時

情報チャンネル　

救急医療

体黼

森(J)ホリ レ2卜 ヶツトセンこター

チ ケッμカ イμ゛



グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

８

月
2
7日
囲
午
前
９
時
～
正

午

会
場
常
盤
平
第
一
小

学
校
　

費
用

無
料

圃
当
日

会
場
で

閲
体
育
指
導
委
員
・
染
谷
豊
8
7・

7
6
3
2

番

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

会　　　場 曜日 時　　　　間 期　　間 費　用 問い合わせ

金ケ作公園
庭球場

火 午後７時～９時 ９月～11月 6,000円 山岸

≫88―8450番
土

午前10時～正午 ９月～12月

Z,000円 吉田

088-643 幡日

栗ケ沢公園
庭球場

木
6,000円

高橋
≪43-0322 番

中央公園
庭球場

土 上野
O62-5045 番

○
譲
り

ま
す

惠常時可能。希望者は会場で

イ

ン

デ

ィ

ア

カ

教

室

９
月
５
日
～
1
0月
３
日
の

毎
週

火

曜
日

（
全
五
回
）
、

午
後
７

時

～
９
時
　

会
場
梨
香
台
小
学
校
体

育
館
　

定
員
先
着
三
十
人
　

費
用

無
料

圃一
８
月
2
1日
㈲
か
ら
電
話
で

、
ま

た
は
直
接
運
動
公
園
内
ス
ポ
ー
ツ

課
窓
口
（
昔
6
3・
9
2
4
1

番
）へ

ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

ー
イ

ン

デ

ィ

ア

カ

教

室

９
月
５
日
～
1
9日
の
毎
週
火
曜

日
（
全
三
回
）
、
午
後
７

時
～
９
時

会
場
小
金
原

体
育
館
　

費
用

保
険

料
二
百
円

圃
当
日
会
場
で

閲
体
育
指
導
委
員
・
市
村
昔
4
2・

6
1
9
0

番
（
夜
間
）

ス
ポ
ー
ツ

秋

季

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

ク

ラ

ブ

対

抗

戦

９
月
2
3日
竕

午
前
８
時
3
0分

受

け
付
け
、
９

時
開
始
　

会
場
栗
ヶ

沢
公
園
庭
球
場
　
対
象
連
盟
加
盟

の
ク
ラ
ブ
（
一
団
体
三
チ

ー
ム
。

一
般
の
人
も
チ

ー
ム
と
し
て

参
加

可
能
）
　
　種
目
男
女
別
　
ル

ー
ル

国
】際
ル

ー
ル
　

費
用
一
団
体
六
千

円圉
９
月
８
日

窗
ま
で
に
振
込
用

紙

で固
ソ
ス
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
小
倉
昔

4
5・
Ｏ
Ｑ
‥）Ｑ
り（
り
番

〔
家

具
〕
応
接
セ
ッ
ト
無
料
◆

キ
ッ
チ
ン
テ
ー
ブ
ル
六
千
円
◆

◆
姿
見
三
千
円
◆
カ

ー
ペ
ッ
ト

1
6
7
惣
×
2
3
0
惣
千
円
◆
ソ
フ

ァ
ー

ベ
ッ

ド
二
千
円
◆
座
卓
無
料

〔
電
気
用
品
〕
ス
テ
レ

オ
無
料

◆
ワ

ー
プ
ロ
一
万
円
◆
1
4型
テ

レ

ビ
九
千
円
◆
コ

ー
ヒ
ー
メ

ー

カ
ー
三
千
九
百
円
◆
フ

ァ
ン

ピ

ー
ク

上
（

千
円
◆
壁
掛
け
扇
機

九
千
五
百
円

〔
子
供
用
品
〕
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ

１
無
料
・
三
千
円
◆
歩
行
器
二

千
円
・
無
料
◆
（

イ
ア
ン

ド
ロ

ー
チ
ェ
ア
二
千
円
◆
お
む
つ
ラ

イ
ナ
ー
千
円
◆
オ
ン
ブ
ラ
ッ
コ

三
千
円
◆
チ

ャ
イ
ル

ド
カ
ー
シ

ー
ト
三
千
円
・
無
料
二
点
◆

体

重
計
二
千
円
◆
ペ
ビ
ー
バ
ス
五

百
円
◆
お
ん
ぶ
ひ
も
千
円
◆
（

イ
チ

ェ
ア

圭

二
千
円
◆
室
内
す

べ
り
台
二
千
円
◆
サ
ー
ク
ル
メ

リ

ー
五
百
円

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
エ

レ
ク
ト
ー
ン

無
料
◆
ル

ー
ム
ウ

ォ
ー
カ
ー
無
料
◆
レ

デ
ィ
ー
ス

ゴ
ル
フ
（

Ｉ
フ
セ
ッ
ト
三
千
円

家
庭
婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室

種　　目 日　　　　　時 会　　場 定員 費用

サッカー

9 /14～10/12の毎週木曜日

(全５回)

午前10時～正午

横須賀中央公園

(雨天時は青少

年会館体育館) 各
先
着

30
人

無
料

バスケット

ボール

９ ／２～１０／ ７ の 毎 週 土 曜日

（9 /23 を 除 く 全 ５回 ）

午 後 １ 時 ～ ３時

常盤平体育館

惠8/211 月)から、電話または直接運動公園内スポーツ課窓口(昔63
-9241 番) へ

〔
日
用
雑
貨
〕
世
界
文
学
全
集

無
料
◆
暖
房

便
座
三
千
円
◆

金

魚
運
動
健
康
器
具
九
千
円
◆

ポ

ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
無
料
◆
紙
お

む
つ
大
入
用
六
十
枚
無
料
◆

英

文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
上

二
千
円
◆

プ
ラ
チ

ナ
ダ
イ
ヤ
リ
ン
グ
1
3号

一
万
円

圃一
８
月
2
5日

廊
〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
（

ガ
キ
に
希
望
品

名

（
品

物

一
点

に
つ

き

一
人

一

枚
）・
価
格
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
（
昼

間
お
勤
め
の
人
は

勤
務
先
の
電
話
番
号
）
を
記
入

し
て
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
－

八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ヒ
ル

松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

小

学

生

低

学

年

健

康

体

操

教

室

①
９

月
1
9
日
工

‥一
月
2
8
日

の

毎

週

火

曜
日

（
1
0
月
1
0
日

を

除

く

全

十

回

）

②
９

月
2
2
日

～
1
2
月
８

日

ま
で

の

毎
週

金

曜
日
（
９

月
2
9
日

、

1
1月
３

日

を

除

く

全

十
回

）
、
各

午

後
４

時
～

５

時
3
0
分
　

会

場

①
運

動

公

園

小

体

育
室

②

青
少

年

会

館

体

育

館
　

対

象
小

学

校

一
上

二
年

生
　

定

員

各
六

十

人
（
抽
選

）
　
費

用

無

料

匣
９

月
５

日

㈹

必

着
で

、
往

復
（

ガ

キ
に

住

所
・
氏

名
（
フ

リ

ガ
ナ

）
・

学

年

・

年

齢
・

電

話

番
号

・

教

室

名

・

会

場
を

記

入
し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

上

本

郷
四

四

三
四

松

戸

運

動

公

園

内
ス

ポ

ー
ツ

課

（

容
6
3
・
9

2
4
1

番

）
　へ

家

庭

婦

人

卓

球

ラ

ン

ク

別

個

人

戦９

月
８

日

窗
午

前
９

時
か
ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象
市

内
在
住
・
在
勤
の
女
性
　
費
用
一

人
六
百
円

兩
９

月
１
日
窗
午
前
1
0時
か
ら
運

動
公

園
会
議
室
で

行
わ
れ
る
組
み

合
わ
せ

会
議
で

閲
松
戸
市
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・

石
渡
昔
4
6・
1
3
7
4

番

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に

抽
選

し
、
当
選
者
に
電
話
連
絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交
渉

に
な
り
ま
す
。

○

次

回

掲

載

に

つ

い

て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
８

月
2
4日
困
ま
で
に
、
電
話
で
申

し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
二

人
三

点
ま
で

）
９
月
2
0日
号
に

掲
載

し
ま
す
。
価
格
は
一
万
円

ま
で

で
、
衣
料
品
・
食
料
品
・
自
転

車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

固
消
費
生
活
セ
ン
タ
１

容
6
6・

7
3
2
9

番

食

生

活

講

座

（

全

四

回

）

会
場
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
　
定

員
先
着
三
十
人
　

費
用
無
料

日　　　 時 内　　　　容

9/1c 。 午
９前

/10
8 時
は Ｓ

正 午
午 後
ま １
で 時
゛30

分

健康と食生活について
（お話）

スピード 料理（実習）

8廁
健康 づくり と 運動 ・休
養に つい て（ お話）

手軽にできるヨガ（ 実技）

22廁
家族 そろ つて成人 病を

予防 しよう( お 話)

野菜をいっぱい食べよう(実習)

29廊
成長 期の ため の食生 活

につ いて （お 話）

ｶﾙｼｳﾑ を上手にとろう（鱧 ）

兩
電
話
で

中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
松

戸
方
面
保
健
室

昔
6
6・
7
4
8
9

番
へ

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

カ

レ

ッ

ジ

９

月
2
7
日
困

午

前
1
0
時
3
0分

～
午
後
２
時
4
0分
　
会
場
東
葛

飾

合
同
庁
舎
　
内
容
講
演
「
痴
呆
性

老
人
の
介
護
に
つ
い
て
」
＝
慈
祐

薤
施
設
長
・
桑
原
良
祐
氏
、
「
介
護

塾
の
出
前
」
＝
淑
徳
短
期
大
学
助

教
授
・
亀
山
幸
吉
氏
　

定
員
先
着

亘

一
十
人
　
費
用
無
料
（
昼
食
付
言

汰
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

圃
９

月
1
8日
㈲
必
着
で

、（

ガ
キ

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・「
９

月
2
7日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
レ
ッ
ジ

希
望
」
と
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
小
根
本
七
東
葛
飾
支
庁
社
会
福

祉
課
（
容
6
1・
4
0
7
7

番
）
　へ

講
座
・
講
演

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ
メ

ン

ト

特

別

講

座
「
秋

の

ア

レ

ン

ジ
」

８
月
2
7日

㈲
午
前
1
0時
～
午
後

２
時
　

会
場
ハ

ケ
畸
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用

花
材
費
二
千
円

固
フ
ロ
ー
ラ
ル

ー
ア
ー
ト
花
の
友

の
会
・
阿
部
音
4
9・
0
0
0
8

番

国

民

年

金

生

き

が

い

講

座

1
0月
1
9
日

團

午
後
１

時
～
2
0
日

畄

午

後
２

時

二

泊

二
日

）
　
会

場

国
民

年

金

保

養
セ

ン

タ

ー

「
そ

と

ぼ
う
」（
夷

隅
郡

岬

町

）
　
　
内

容

年

金
・
教

養
・
健

康
・
趣

味
（

園

芸
・
グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ
ル

フ

）
の

各

種

講

座

と

健

康
相

談
・
年

金
相

談
　

対

象
二

十
歳
以

上
の
人
　

定
員
八

十
人
（
応

募

多
数

は

抽
選

）
　
　
費
用

八

千

円

圃

９

月
2
0
日

圉

ま
で

に

、
往

復
（

ガ
キ

に

「

生
き

が

い

講

座

希
望

」

と

記

入

し
て

、
趣

味

の

講
座

（
園

芸
・
グ

ラ

ウ
ン

ド

ゴ
ル

フ

の

ど

ち

ら

か

を

選

択
）
・
住

所
・
氏

名
・
年

齢
・
性

別
・
電
話

番

号

を

記
入

し
て

、

〒
2
6
0
j
9
1
千

葉
市

中

央
区

市

場

町

一
－

一

千

葉
県

社

会

部

国
民

年

金

課
内

剛

千

葉
県

国

民

年

金
福

祉

協

会
（
0
0
4
3・
2
2
3・
2
3
8
2

番

）
へ

マ

イ

カ

ー

点

検

教

室

９

月
２

日

出
午

前
1
0
時
3
0分

～
午
後
３
時
　

会
場
東

部
ス
ポ
ー

ツ
パ
ー
ク
　
内
容
学
科
（
自
動
車

の
し
く
み
、
安
全
運
転
の
た
め
の

点
検
整
備
）
、
実
技
（
タ
イ
ヤ
の
取

り
は
ず
し
ほ
か
）
　
　対

象
運
転
免

許
証
の

あ
る
人
　

定
員
先
着
四

十

人
　

費
用
無
料
（
昼

食
付
言

圃
電
話
で
千
葉
県
自
動
車
整
備
振

興
会
松
戸
支
部
容
9
2・
3
3
1
1

番
へ

コ

ー

ラ

ス

教

室

９
月
・
1
0月
の
毎
週
木
曜
日
（
全

八
回
）
、
午
後
２
時
～
４

時
　
会
場

青
少
年
会
館
　

費
用
二
千
円

問
ゆ
う
か
り
合
唱
団
・
藤
井
容
4
4・

5
0
0
5

番

初

級

朗

読

教

室

９

月
1
2
日

、
2
6
日

、
1
0
月
1
7
日

・

2
4
日

、

１１１１１１
月
1
4

日

・
2
8
日

の

各

火

曜

日

、

午

前
1
0

時

工
1
1
1
1

一
時
5
0

分

会

場

勤

労

会

館
　

定

員

先

着

十

五

人
　

費

用

五

千

円

固

朗

読

グ

ル

ー

プ

紫

陽

花

・

喜

島

容
8
6

・
ｑ
．）
７

１

８

番

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

９

月
２

日

～

１９
一
月
2
3
日

の

毎
週

土

曜
日
（
全

十
七

回

、
午

後
７

時

～

９

時
　

会
場

主

に

八
ヶ

崎

市
民

セ

ン

タ

ー
　

費
用

五

千

円

兩

９

月

２

日

・
９

日

の

午

後
６

時

か
ら

会

場
で

醴
み

さ

き

ダ
ン

ス

研

究

会

・

山
西

昔
4
7
一

Ｒ
）４
［
Ｄ
り乙
番

文

化

講

演

会

「
明

日

の

心

」

９

月
５
日

㈹

午
後
６

時
3
0
分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
費
用
千
円

鬩
小
沢
昭
一
の

話
を
聞
く
会
・
小

沢
登
6
4・
5
5
5
8

番

料

理

教

室

「

本

場

の

カ

レ

ー

を

み

ん

な

で

作

ろ

う

」

９

月

３

日

収

午

斡
1
1
1
1
時

か

ら

会
場

市

民

会

館
　

対

象

十
八

歳

以

上

の

人

（
十
八

歳
未

満
は

保
護

者

同

伴
）
　

費
用

一
組

（

二
人

）

五

百

円
圃
８

月
2
5
日

窗

〔
消

印

有

効
〕

ま

で

に

、
往

復
（

ガ
キ
に

住

所
・
氏
名
・

年

齢

・
電

話

番
号

を

記
入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

松
戸

新

田

一
八
－

六

松
戸

東

ロ

ー

タ

ー
ア

ク
ト

ク
ラ

ブ

鬼

本

淑
子

へ

※

詳

細
は

返

信
（

ガ

キ
で

通
知

。

定
員

に

な
０

次

第

、

締

め
切

り

婚
前
・

新
婚
学
級

日　時 内　　　　　容 翁留扇

9/41 月)午後
６
時
30
分
Ｓ
８
時
30
分

｢現代社会における家族の役割｣
順天堂大学助教授　米林喜男氏
※血圧測定・尿検査を無料で実施

jｽ

姦

言

了

１

帛万

巳

無

料

11(月)

｢気がついてかうで ま遅すぎる妊娠･出産の心得｣

医師･加藤季子氏※血液検査(梅罌･血液型･貧

血･風しん抗体)を希望者に有料で 実施

18(月)
｢幸福な家族設計のために｣
※検査結果をお知らせします

聖徳大学オープン・アカデミーＨ期講座
講　　　座　　 名 日　　　　　　時 講　　　座　　　名 日　　　　　　時

テレビを読む 9/21 ～11/30の木、午後1時 憧れのスイスーその自然･人･文化一 9 /30～12/ 9 の土、午前10時40分

福祉を考える 9 /20～11/22の水、午前10時40分 英語のイディオムを学ぼう 9/22 ～12/ 8 の金、午前10時40分

テネシー・ウイリフフムズと女性達 9/18 ～11/20の月、午後1時 近世西欧美術の多面性 9 /21～11/30の木、午後２時40分

親と子の健康「病気とけが」　★ 9/22 ～12/ 8 の金、午前10時40分 親と子の健康「食生活」　　　★ 9/22 ～12/ 8 の金、午前10時40分

子どもと環境 9/20 ～11/22の水、午後１時 木版を主にした年賀状の版画づくり 9 /30～12/ 9 の土、午後１時

篆刻（てんこく）の楽しみ

一年賀状用の印の製作－
9/20 ～11/22の水、午後1時

女性のためのバイオシックス（生

命倫理学）入門一生と死をめぐつ

て

9/19 ～11/28の火、午後１時

初めてのフランス語

－フランス語は難しくない／
9/26 ～12/ 5 の火、午前10時40分

和服にみる美の表現

－かたちと文様をとおして－
9 /30～12/ 9 の土、午後２時40分

百人一首から新古今ヘ

ー解釈・鑑賞・創ｲ乍－
9 /18～11/20の月、午後２時4C汾

上級者のためのテニス教室

一ライバルに差をつける

マシーン利用－

9/25 ～11/27の月、午後1 時

日本の生活文化と経済発展 9 /21～11/30の木、午後１時 生活と服飾技術一装いを楽しむ－ 9 /19～11/28の火、午前10時4C)分

合唱のための｢第九｣特別講座(中級) 9/26 ～12/ 5 の火、午後ア時 英語と親しくなろう（基礎英語） 9 /21～11/30の木、午後２時40分

奇才西鶴を追う 9 /19～11/28の火、午後1時 ワープロ入門　　　　　　　　★ 9/27 ～10/25の水、午後１時

パソコン入門　　　　　　　　★ 9 /16～10/28の土、午前10時4(汾 やさしい英会話（継続） 9/26 ～12/ 5 の火、午後1 時

英会話中級講座 9/19 ～11/28の火、午後７時 源氏物語―自然描写を中心に一 10/ 4 ～12/13の水、午前10時40分

○特別講座　「乳幼児の健康と発達」　9 /16 ～12/ 2 の毎週土曜日（全部10回）、午前10時40分～午後Ｏ時10分　定員先着100人

惠 ９月１日 廊までに、電話で中央 保健セン ター松戸方面
保健 室S66-7489 番 へ

※上記の一般講座は 、毎 週記載の曜日で全10 回（ ★は全５回）、記載の時間 から１ 回90分　 定員…25～40人（ 先着順）　 費用…１ 科目15,000

円（特別 講座も含 む）入会金5,000 円（ ３年間有 効。卒業生 ・70歳以 上の人 等には割引制度あり）。講座 によっ ては、教材費（実費）ガ ガか

るも のがあり ます。

削電 話で聖徳大学ＳＯＡ（ソ ア）センター≪65-1111 内 線3231 ～3235 番へ

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

あ
な
た
の
家
の
不
用
品
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か



木星が見えたよ！

市民会館天文教室

南の夜空に、ひときわ明るく輝く 木星。市民会館の屋上は、

手作りの望遠鏡をのぞきこみながら 歓声をあげる親子でいつ

ぱいです。

７月29日に行われた天文教室には、28組73人の親子が参加。

望遠鏡の仕組みの講義を聞きながら 、お父さん、お母さんた

ちも子供だちと一緒に、慣れない手つきで望遠鏡の手ｲ乍りに

挑戦。親子がふれあう楽しいひとときとなり ました。

西
馬
橋

荒
井

次

夫

さ
ん

啓

作

く
ん

星を見る機会が少ないので、

親子で参加してみました。

あまり苦労しないで望遠鏡を

作ることができましたし、木星

もよく見えました。参加して良

かったと思っています。

梨
香
台
団
地
自
治
会
で

身
近
な
街
の
話
題
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

周
広

報
課街　の　話　題

ク
リ
ン
ク
ル
み
こ
し
を
製
作

リサイクルについて関心を持ってもら

おうと、梨香台団地自治会で空き缶を利用し

たクリンクルみこしを製作しました。みこしには、

市のごみ減らしマスコット のクリンクルちやんが飾られています。また、縁起

を担いでわざわざ888個の空き缶を使うなど 、凝った作りになっています。

完成したみこしは早速、自治会の祭りで披露され、子どもたちはクリンクル

みこしに目を丸くしながらも、楽しそうに担いでいました。

こ
の
コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
「
思

い
出
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
話

を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

固
広
報
課

「
平

和

な

時

代

を

実

感
し

て

い
ま

す

」

八
木
原
よ
し
さ
ん
（
殿
平
賀
）

私
は
明

治
4
3年
松
戸

で

生
ま
れ
、
今

年

で
八
十
五

歳
に

な
り
ま
す

。

戦
前

は
、

夫

と
夫
の
両

親
と
農
業

を

営

ん
で

い
ま
し

た
。

子
ど
も

は
戦
前

に
五
人

、
戦
後
に

一

人

授

か

り

ま
し

た

。

麦

や

芋

な
ど

し

か
食

べ
る
も
の

が
な
い
時
代

だ
っ
た

わ

り

に
は
母

乳

が
よ

く
出

た
の
で
、
無
事

子

ど
も
を
育
て

る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

が
、

な
に
せ
物

が
な
い
時
代

だ
っ
た
の

で
、

子
ど
も
を
産

ん
で
も
母

乳

が
出
な

く
て
育

て
ら
れ
ず
、
自

ら
命
を
絶

っ
た

人
も

い
た
よ
う
で
す

。
本
当
に
気
の
毒

な
こ

と
で
す
よ
。
物

が
な
い
と
言
え

ば
、

服

も
な
か
っ
た
の
で

、
文
字
の
入

っ
た

白

い
メ
リ

ケ
ン
袋
を

黒
や
藍
色
で
染
め

、

そ

れ
で
服
を
作

っ
て
子

ど
も
た
ち
に
着

せ
て

い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は

い
や

が
り

ま
し

て
ね
…

。

夫
は
、

昭
和
1
9
年
に
出
征
し

ま
し

た
。

夫出征の日　前列一 番左 がよしさ ん

内
地
勤

務
で
し

た

が
、
そ

れ
で
も
無

事

帰
っ
て
く

る

か
毎

日

が
心
配

で
…

。
終

戦
後
の

８
月
2
9日

に
無
事

家
に
帰

っ
て

来
た
と
き
は
ホ
ッ
と
し

ま
し

た
。
で

も
重

い
病
気

に

か
か
っ
て

い
た
の
で
、

重
労

働
の
農

業
は
で

き
ず
、
引

き
続

き
夫
の

両

親
と
三

人
で

や
っ
て

い
ま
し

た
。
今

で

い
う
サ

ラ
リ

ー
マ
ン

だ
っ
た
夫

の
給

料

が
定

期

的

に
入

っ

て

き

ま

し

た

の

で
、
ほ

か
の
家
よ

り
は
安
定

し
た

生
活

を
送

れ
て
い
た
よ

う
な
気

が
し
ま

す
。

終
戦

後
は
東

京
方
面

か
ら
、
汽

車
で

北
小
金

の
市
場
ま

で
買

い
出
し

に

来
る

人

が
随

分

い
ま
し

た
。
も

ち
ろ
ん
私

の

家
に
も
、

芋
や

ホ
ウ
レ

ン
ソ

ウ
な

ど
の

野
菜
を
買

い
に
来

る
人

が
い
ま
し

た
。

ま
た
、

東
京

か
ら
こ
の
辺

に
疎
開
し

て

く
る
人
も

い
て
、

土
地
を
買

い
家
を

建

て
て
住

む
よ
う
に

な
り
ま
し

た
。

今
の
大
金
平
一
・
二
丁
目
、
北
小
金

駅
の
周

辺
は
、
家

や

ビ
ル

が
建
ち

並
び

昔
の
面
影

が
ま

っ
た
く
な

く
、
一

人
で

は
迷
子

に
な
り

そ
う
で

す
。

昭
和
3
0
年
代

に
は
、
娘

夫
婦

が
農
業

を
継

い
で
く
れ

る
よ
う
に

な
り
、
私

は

も
っ

ぱ
ら
家
事

と
孫
の
子
守

り
を
し

て

い
ま
し
た

が
、

夫
の
両
親
・
夫

と
次
々

と
病
気
で

寝
込
み
、

三
十
年
間

は
看
病

の
毎
日
で
し

た
。

こ
の
間

が
一
番
苦
し

く
辛

か
っ
た
よ
う
な
気

が
し

ま
す
。

今

は
本
当
に

い
い
時
代

に
な
り

ま
し

た
。
食

べ
る
物
も

た
く

さ
ん
あ

る
し

、

お
金
を

出
せ

ば
何

で
も
買
え

る
。

あ
り

が
た

い
け

ど
も

っ
た

い
な

い
よ
う
で

す
。

最
近

は
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル

が
一
番

の
楽

し
み
で
す

。

こ

れ
か
ら
も
続
け
て
、
健

康
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

六実

高原　孝子乱

合言葉は８:45 会

６
月

初
旬
、
六

人
の
仲
間

と
一

泊

二
日
で

房
総

へ
行
っ
て
き

ま
し

た
。六

人

は
、
千

代
田
線

の
松
戸
発

８

時

妬
分

の
始
発
電
車

が
縁
で
知

り
合

っ

た
仲
間
で

す
。
仕
事
も
、
年

代
も

全
く
違
う
六

人

が
同
じ

ホ
ー

ム
、
同

じ
場
所

か
ら
乗
る
と

い
う

こ
と
で

あ

い
さ
つ
を
す
る
よ

う
に

な
り
、

そ
し
て
、

一
緒
に

旅
行
に

行
く

よ
う
に

な
っ
た
の
で
す

。

大
多
喜

城
で

は
周
辺
を
ぐ

る
ぐ

る

回
る
ば

か
り
で

一
向
に

入
口
に

た
ど
り

つ

け
ず
、

よ
う
や

く
着

い

た
こ

ろ
に
は
閉
館

時
間

ぎ
り

ぎ
り

で
し

た
。

「
こ
こ

の
殿
様

は
、

敵

か
ら
守

る
の
に
こ

ん
７

迷
路

に
し

て

い
る
の

か
し
ら
」

と
皆
ｒ

感

心

し

た
も
の
で
す
。

こ

れ
か
ら
も
こ

の
縁
を

大
切
に

し
て
、

仲
良
く

お
付
き
合

い
を
し

て

い
き
た

い
と
思

っ
て

い
ま
す

。

戦
後
5
0
年私

の
思
い
出

クリンクルみこし は子どもたちに大人気

み
こ
し
に
つ
け
ら
れ
た

ク
リ
ン
ク
ル
ち
ゃ
ん
は

市
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ス
コ
ッ
ト
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